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『匿名のガル年代記」】第一巻（翻訳と注釈）  
［第18葺から第31章まで］  
勝   荒 木  
以下の翻訳は、写本ザモイスキ版、センジヴォヤ版、へイルスペルスキ倣  
を検討したカロル・マレテンスキK．Maleczy員skiの校訂本を用いた（Galli  
Anonymi Cronicae et Gesta Ducum sive Principum Polonorum  
［MonumentaIblonhle Historica，Nova series，TomusII，Cracoviae  
1952］）。   
注釈に関しては、ピエロフスキ（A．Bielowski）、マナレンスキ、プレジア  
（M．Plezia）、グロデソキ（R．Grodecki）、ブイノ・／ホ（J．Bujnoch）、シラ  
フトフスキー・ケプケ（I．Szlachtowski，R．Koepke）に拠った。注釈におい  
ては、注釈者の見解をそれぞれに  
Bielowski→［Bi］、Plezia→［P］、Grodecki→［G］、Bujnoch→［B］、  
Maleczy貢ski→［M］、I．Szlachtowski，R Koepke→［S］  
と略記し、以下にその見解を紹介した。それ以外の注釈は訳者のものである。  
参照した翻訳は、グロデッキ訳をふまえたプレジアによるポーランド語訳A那棚減  
tzw．GalL Kronika n）lska，Krak6w1982［BIBLIOTEKA NARODOWA．  
Nr，59仁 ブイノッホのドイツ語訳AフJβ乃∫A花鰐乃gピ，Cd肋5 A乃0刀γ研Z（5，  
Chronik und771ten derIhY？衝und Fii7Sten uOnlblen．Verlag Stria，  
Graz－Wien－K仁）1n1978である。典拠については、聖書は、シュトントガルト  
版の戊∂Jわふzcれフグブイズね侮な提Jα椚Vβ柑わ77g椚1969（その翻訳は、と〈にこ  
とわりがない限り、『合同訳聖書Fu日本聖書協会、1991年）に拠った。ギリシ ニ  
ヤ・ラテンの古典については、乃g山g∂C由55〆c〟圧ダム摺りに拠った012～13 警  
世紀の東欧の年代記類については、朋加㍑抑川庖 Cβr7ナ7（Z乃ねg 月ぁわγオ“．  
5cγ∠か0γZ‘7乃に拠った。   
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第十八草 カジミエシによる継承と彼の追放について   
ボレスワフ三1三の没後、ミュシコはわずかな年月しか生きていなかった。そ  
の彼がこの1壮を上った時1）、カジミエシは軌少のまま、皇帝一族の何とともに  
後に残された2）。彼の吋は、息子にその身分にふさわしい教育を授け3）、又女  
の流儀で王国を立派に統治したが、裏切者達は」）、嫉妬に駆られて王国から彼  
女を追放した5）。そしてその少年を、本心を隠す欺瞞的な策として王国に留め  
置いた。カジミエシが成長して成人となり、統治を始めようとした時6）、悪意  
ある・者達は、彼が母に対する無法な仕打に復讐するのではないかと恐れて7）、  
カジミエシに背き8）、彼にハングリアへの退去を強制した。   
さて、当時、聖ステファンがハンガリアを治めていたが9）、彼は、脅迫と甘  
言をもちいてハンガリアをはじめてキリスト教の信仰に改宗させた。聖ステ  
ファンは、ポーランドの最も頑強な敵、ボヘミア人に対して、和平と友好の  
絆を結んでいたので、生きてし－る間は、彼らを慮って、カジミエシに白油を  
与えることはなかった10）。聖ステファンがこの世から上ると、ピョートル・ベ  
ネチアニンがハンガリアの1国を受け継いだ11）。彼はバゾアリアの聖ベト口数  
会の建設に取りかかったが12）、その教会は、どのヨミも今日に至るまで建て始め  
た時の規模で完成させることができなかったものである。   
さて、このピョーートルは、ボヘミア人に、先人速から′受け継いだボヘミア  
人との友好をもし維持したいと思うならば、カジミエシを解放しないように  
と論われた時、王に相応しい威厳ある声で答、えたといわれている。「もし昔の  
法が、ハンガリア人の土はボヘミア人の君主の牢番であれと決めているなら  
ば、諸君達の望みのままに事を行ってもよいが。」ピョートルは憤って、この  
ようにボヘミア人の使者に答え、彼らへの友好あるいは敵対・を軽く見て、カ  
ジミエシに了1■頒の馬と彼に随子fしていたFl‾人の騎士を与え、武器と衣服を下  
賜して堂々と彼を送り．1Hし、カジミエシがどこへ赴こうと、その道を禁ずる  
ことをしなかった。カジミエシは謝意を表し、道を急いで、ほどなくゲルマ  
ン人の地に至り、母と皇帝の下に身を寄せた13）。その期間がどれ程のものかは、  
不明である。〕カジミエシは、騎七の業において、勇気に富む老との誉れを得  
た。しかし、しばらくは、彼と母をそっとしておこう。そして、ポーランド  
の荒廃と破壊についての話に立ち返ることにしよう。  
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（18）DE SUCCESSIONE ET DEIECCIONE  
KAZIMIRIPOST MORTEM PATRIS   
MortuoiglturMeschone，qulPOStObitumregisBolezlauiparumvixitl）  
；Kazimirus cum matreimperialipuer parvulus remansit2）．：Que cum  
libere filium educaret3）；et pro modo femineo regnum honorifice  
gubernaret，；traditores4）eam de regno propterinvidiam eiecerunt5）；  
puerumque suum secumin regno（1uaSidecepcionis obumbraculum  
tenuerunt．；Quicum esset adultus etate et regnare cepisse6）；maliciosi  
Veriti，nematrisiniuriamvindicaret7）≡ineuminsurrexerunt8），eumquein  
Vngariam secedere coegerunt．：Eo namque tempore sanctus Stephanus  
Vngariam gubernabat9），；eamque tunc prlmum ad fidemminis et blan－  
ditiis convertebat，；qulCum Bohemicis，；PoIonoruminfestissimis  
inimicis，：PaCemet amicitiam retinebat，；neceumliberum，quOadusque  
Vixit，（eorum）gratia dimittebatlO）；Quo de hac vita migrante，Petrus  
Ueneticus Vngarie regnum recepltll）；quleCClesiam sanctiPetride  
Bazoarioinchoavit12）；quam nullus rex ad moduminchoationis usque  
hodieconsumavit．；HicPetrusetiamrogatusaBohemicis，neKazimirum  
dimitteret，；sicumeisamicitiam；abantecessoribusreceptam：retinere  
yellet，；voce regalirespondisse fertur：Silex antiqua diffinierit，；quod  
Vngarorum rex Bohemicorum ducis carcerarius fuerit，三faciam que  
rogatis．Et sic Bohemorumlegationicumindignacione respondens，；  
eorumque amicitiam velinimiciciam parvIPendens，三datis Kazimiro C  
equis totidemque militibus，quieum secutifuerant，armis et vestibus  
preparatis eum honorifice dimisit∴neciter ei，quOCumque Velletire，  
denegavit．：Kazimirus vero gratanteriter arripiens，：acin reglOnem  
festinanterTheutonicorumperveniens，≡apudmatremctimperatorem13），  
quanto tempore nescio，fuerit conversatus，；sedin actu militarimi1es  
audacissimus extitit comprobatus．：Sed paulisper eum cum matre rer  
quleSCere Permittamus；et ad desolationem et devastacionem Polonie  
redeamus．  
1）［P］ミエンコは、1034fト了川＝lに没する。父ボレスワフの死後9年に満たない。   
2）［p］カi；ミュシはその時、すでに少年puerparvu1usrnlalych壬opczykではなか  
ったl、というのは父の死去の隼、彼はすでに卜九歳になっていたから。  
．？   
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［訳注］マレ＋ンスキは、ニの「少咋」一’puerparvu1us”の典拠として、「  
四四二○『サムエル記卜』∴二○∴行．、『列‡1∴言己＝ニL、同一・一L、『席代  
誌上』二ニイし『イザヤ吾』一一－・人、を挙げているか、その意味するところは  
不叩1である。  
3）［訳注］t’quaeliberefiliunleducaret”の丈市の訳出＝二ついては、兄解が分かれて  
いる。プレジイ7は、「彼の身分にふさわしい方法で教育Lた」と訳すが、ブイノッ  
ホは、「自由学課（リベラル・アーツ）を教育Lた＿」と訳す。  
4）［p］t’traditores”（’rzdrajcy”）、j川寺のII捕手法に従って、仲代記作書がこう呼んだ  
人々、「裏切り者」は、「生れなから許i三であるれ二村する忠誠を破った署」、すなわ  
ち彼に対する反乱を企てたり、支配省の交代を求めたりする者であった。典巧■川勺な例  
とLて第三巻、第∴十章 第二十一車を参照せよ。r喪切りJ”zdrada”という観   
は、■Fl世において、我々の「陰線」（”zdradystanu”）より著しく広範なものであr）、  
君主の人格や君主の法に対するすべての攻撃を含むものである。  
5）［M］りヘーザは、1034年にポーランドから追放された。   
［訳注］りへ－ザCT）追放の年を1031年とする説もある。D．Borawska，H73，21・SmOnar－  
Cんオ7跡Cヱど∫習卸ねぶわヱ〃S点～む！し，／α／〟C／～わてγ〟z7ピ頭・Cカ．Wヱ〃′ピ烏〟，一拍和Z〟〃ノ〟1964．リヘ【   
ザは、まず娘達と吏引巨達とともにサクソニアにある生前の畠廷に赴いた。生涯、仁妃  
の称号を使うことを許された。1063午‡リ］二卜・11にブラウヴアイラーにおける自分  
の一族の保有する修道院においてテ貸する。エゾン家の仏利こよれば、りへ－ザは、ミ  
ュシコの定：の憎しみによって、離姉を強制されたとされ、1二妃の称サは里帝コンラ・ソ   
ドに迦卜L7＝、とされる。M；strz一桁ncenb・Kr（）nika♪（）長k〟PrZerO2ylaiopracowa   
la．Brygida Ktirbis，Krak6w1992，p．62．  
6）［M］ケンナシンスキによれば、103537年まで、弓り虫で統消した。  
7）LM］Kadfubek（M，P．rI．t．2．p．283）t’nematernasiIlipsispersequaturjTliurias”  
r彼の母親に加えられた不当な什打に対して、観復が行われるのではないか」（）  
8）［M］Psalm26・′12”quonianlinsurrexeruntinmetestesiniqui”『詩編』ニム  
ー ニ「偽りの証人・‥‥・がわたし．に逆らって二、rちました」。  
9）［M］聖ステファン。ハンガリー1∴ 997年から1038乍までん化〕従って、カジミエ  
シは、ステファン∫の没する前に祖国から追放された。  
10）［M］ティツTyc，Z dzid6L（）KultuT3J，p．119．ケンナシンスキ、K与trzy鮎ki，St．   
0血硝ノオcざβ／，p．323．打（り～m〟ⅠⅠ4粥．は、カジミエシのハンガリア滞在をハ成してい   
る。パルゼル、サブジェフスキ、グロデッキは、ガルの記述を事実とする。  
11）［p］ベネチアのオルセーー家出身のピョートル。ハンガリ7上としては、1038年か⊥■）   
1041年までと川42年かご）1046年まで統治Lたし）  
12）［P］この場所は、かつて、ラアバ”r沿岸のヴ7スT？lアールVasv5r、あるいはチサ  
川沿岸のポルソドBorsod と同・祝されてきたし、またしばしば、ハンガり7南西  
部のペナスPecs（「Tiつの教会」の意味する語）を指すものと考えられてきた。しか  
しながら、カランナヨニイとレヴイッキーの指摘のソJ●が止しい。すなわち、ここで問  
題となっているニー二地は、け】ブダ（ノト11のブタペストのイー‾f1き）であり、その他に、ピョ  
ートル千は、聖ベトロ寺院（1241咋、タタールによって破壊された）を娃二丁／二した。ハ  
ンガリ7語のブタヴァー／レし文字通りには、ブタの丘）を、ロマンス系起う原の削乍家  
達は、十二It拍己から十jl世紀においてバドアリアIiaduaria（lうedoara，Boduaria，   
Bezuara）と呼んでい る。J．Karacsony《Szazadok≫1897，31．p．291297．T．Lewicki  
凸）J5点〟～カ7旦／＝恥メ（フ血′（）払，血′ど払7点ぶノぐgオ斤r）gg用，ぐヱ．H，Warszawa1954，p．5659  
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≪0邦（ノ研〟ぶJ∫〔・〟》1968．13．p．164171  
13）［M］コンラ、ソド二1叶。紙子和ま、1024隼九ルい1から、1039年人J】川‖まで。  
［P］作署がコンラリドニ1叶（1（）39牛没）とハインリソヒニニ1日二（1039年1056年）と  
のどちらを念頭においているかは不明である。   
第十九葦 カジミエシによるポーランド王国の復興  
について1）  
その間、近隣の」三公達は、それぞれトナl分の領地から出てポーランドを踏み  
つぶし、隣接した町や城塞を、あるいはr■1分の領土に併呑し、あるいは征服  
して土を埋め込み平地とした。ポーランドは、外国人からこのような不止と  
災禍を蒙ったのであるが、さらにその1二に、愚かしくも、また忌わしくも自  
国の民に苦しめられたのである。というのは、奴隷が主人に、自由平民が貴  
族に対して立ち上り、F】らを支配署の地位に引き上げ、逆にある老は奴隷の  
身に繋がれ、またある者は殺され、妾を汚され、また名誉の職も非道に略奪  
されたからである2）。さらに、カトリックの信仰から離れた者達は、i戻声なし  
には語れないのであるが、神に仕える司教や司祭に対して′反抗を企てた。聖  
職者のある者は、高位の身に相応しく刀で殺され、ある老は、ありふれた死  
に催する者のように右で撲殺された。   
こうしてポーランドは遂に、異邦人によって、また自国の民によって、富  
も人もほとんどすべてを略奪される程の荒廃に陥ったのである。その時代に、  
ボヘミア人はグニュズノとポズナニを破壊し、聖アグルベルトの遺体を持ち  
去った3）。他方、敵の手から身を隠した人々、また身内の反乱を避けた人々は、  
ヴィスワ川の彼方、マゾフシュ地方に逃げ込んだ4）。また、今述べた都巾があ  
まりにも長い間、荒廃の中で捨てて顧りみられることがなかったので5）、殉教  
者、聖アグルベルトと使徒聖パウロの教会の巾に野獣が巣を置くという有様  
となった6）∴の災禍は、その地のほとんどすべてにあまねく及んだと思われ   
たので、聖アグルベルトの妃弟であり、継承者であったガウダンティは7）、そ 人  
の暗がいつであったかは不明であるが、ポーランドを破門したといわれてい  
る。   
さて、ポーランドの荒廃については、これまでの叙述で十分であろう。そ  
してこれらの事柄は、生rLながら君主である人達に忠実にイ⊥えなかった人々  
、う   
8〔）7  〃．AⅢか   
の矯lトニに役立つことであろう8）。   
ところで、しばらくの間、ドイツ人のもとに†帯在し、そこで騎士として輝  
かしい名声を得たカジミエシは9）、ポーランドに帰る決意をし、そのことを母  
親に秘かに‡㌧げた。母親が、いまだ堅固なキリスト教徒となっていない異教  
の人々の所に帰らないで、何の世襲財産を平和に享受するようにとカジミエ  
シを諌めた時、また皇帝がカジミエシに、自分の剛こ留まれば十分な大きさ  
の公開を与・えようと申し出た時、彼は、格言の言いL功しを用い、教養ある人  
間として答えたし－「伯父万や母方のどのような遺産でも、父の財産を領有する  
こと程に正当で名誉なものはない」11）。そして彼に随行した五百人の騎士とと  
もに、ポーランドの匡l境を越え、さらに進んで、彼に味方する省から彼に返  
還された若1二の城を■1領し、そこから勇気と政略によって、ポモジュ人やボ  
ヘミア人、その他の近隣の部族によって■li領されていた仝ポーランドを徐々  
に解放していき、それをト1分の支配の下においた12）。   
さて、その後、大きな財産の付いたロシアの貴族の娘を妾とし13）、彼女から  
四人の息子と、ボヘミア王と婚約することとなる一人の娘とを儲けた14）。彼の  
息子達の名前は次のようであった。ボレスワフ】5）、ウアディスワフ16）、ミュン  
コ、そしてオットーーであった17）．，しかしながら、カジミエシについての話は、  
量初に彼が成し遂げたことに触れることで終えようと思う。その後、彼の息  
子達については、最初に統治した肴を、またその次に統治した者を順に紹介  
していくこととしよう。   
（19）DE REHABICIONE REGNI POLONIE  
PER KAZIMIRUMl）  
Interea reges et ducesin circuitu PoIoniam quisque de parte sua  
COnCulcabat，；suoquedominio civitatesquisque caste】1aque contigua vel  
applicabat，；velvincendo terre coequabat．‡Et cum tantaminiuriam et  
Calamitatem abextraneis PoIoniapateretur，‡absurdius tamen adhucet  
abhominabilius a propriis habitatoribus vexabatur．：Namin dominos  
servi，；contranobilesliberati；seipsosindominiumextulerunt∴aliisin  
Servicioversavicedetentis，；aliisperemptis∴uxoreseorumincestuose≡  
honoresque sceleratissime：rapuerunt2）．；Insuper etiam a fide katholica  
deviantes，quOdsinevocelacrimabilidicere nonvalemus，adversusepis－  
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COpOS et SaCerdotes Deiseditioneminceperunt，；eorumque quosdam  
gladioquasidignosperemerunt，；quosdamveroquasimortedignosviliori  
lapidibusobruerunt；Ad extremum autem tam ab extraneis，；quam ab  
indigenis；adj tantam Polonia desolationem est redacta，；quod ex toto  
pene diviciis et hominibus est exuta，；Eo tempore BohemiGneznen et  
Poznan destruxerunt，；sanctlque COrpuS Adalbertiabstulerunt3）．；Illi  
vero，quide manibus hostium evadebant，；velquisuorum sedicionem  
devitabant，：ultra flurnen Wyslain Mazouiam fugiebant4）．；Et tam diu  
Civitates predictein solitudine permanserunt5），；quodin ecclesia sancti  
AdalbertimartirissanctiquePetriapostolisuaferecubiliaposuerunt6）三  
Que plaga creditur eo totiterre communiter evensisse，；quia  
Gaudentius7），SanCtiAdalbertifrater etsuccessor，OCCaSione qua nescio，  
dicitur eam anathemate percussisse．：Hec autem dixisse de Polonie  
destruccionesufficiat…eteis，quidominisnaturalibusfidemnonservaver－  
unt，ad correccionem proficiat8）．；Kazimirusigitur apud Theutunicos  
aliquantulum conversatus，；magnamque famamibimilitaris glorie  
COnSeCutuS9），；Poloniam se redire disposuit，；illudque matrisecretius  
indicavit．；Quem cum mater dehortaretur，ne ad gentemperfidam；et  
nondumbenechristianam；rediret，：sedhereditatem maternampacifice  
possideret；et cum etiamimperator eum remanere secum rogaretlO）； ヽ  
eique ducatum satis magnificum dare vellet，；proverbialiter，ut pOte  
homoliteratus respondit：Nulla hereditas avunculorum velmaterna；  
iustiusvelhonestiuspossidebiturquampaternall）；Et…assumptlSSeCum  
mi1itibusquingentisPoloniefinesintroivit；ulteriusqueprogrediens，CaS－  
trum quoddam a suissibiredditum acquisivit，；de quo paulatimvirtute  
Cumlngenio totam Poloniam；a Pomoranis et Bohemicis aliisque  
finitimis gentibus occupatam 三1iberavit，；eamque suo dominio  
mancipavit12）．；PosteaverodeRusianobilemcummagnisdivitiisuxorem  
accepit13）．；de  qua filiosIIIIし1namque filiam，；regiBohemie  
desponsandam；generavit14）．！Nomina autem filiorum eius hec sunt：  
Bolezlaus15），Wladislauus16）Mescho et Otto17）．Sed de Kazimiro，quid  
egerit primitus pertractando finiamus；et postea de filiis，quis eorum  
prius∴quisveposterius；regnaverit ordinabiliusedicamus．：  
1）［訳注］ザモイスキ版、センソヴォヤ版、へイルスペルスキ版それぞれに第十九章の  
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表題として川参道Lであ／）た（カジミエシ）”（1u＝uitmonachus”という文事が＃  
き込まれている。   
［P］“kt6rybyImnichem．”「修道J二であ／）たところの（カジミエシ）」という長   
現は、これが咋代記作守汗l身に再来するのかどうか、－一つの疑問をリlきおこすに足る  
ものである。もちろん、作署は（第∴卜・市の終郡で）修道院でのカジミエシの散骨   
については知っている。し．かL、彼が修道巨であったかイデかについては、イl一丁も語って  
いない。カジミエシ・オドノヴィチュール（復興l二）が修造卜であったというイi‾名な   
伝承は、十三世紀、トば少L前肛∴1拍ゝれたm■㍉スタニスワフ小イ云』のl＝こはじめて登場  
する。  
2）［P］撮初のピアスト家の人々が址てた、このような彬の国家に対する反乱は、無期   
閲しか特続しなかったが、措から「異教的反動．＼’一reakcjipoga雨kiej”と呼ばれて  
いる。新しい研究は、どちらかとi手えば、この現象の社会的側側にノ⊥・．さプニを嵩いている   
が、それでも、新しいイii仰にk対する異教的要素の類似のk乱が、ほとんど同じ時期   
にハンカ1J7で生じた。ということに注‖したい‘〕D．Borawska．KTyZ．VSmOna汀h；i   
uノCZeSnOPklStOu，Sk［d祝）hlfuch frEl，dzt（扉1，CjlXT w．．Warszawa1964．   
［訳注］この反乱をホ唆する文喜とLて、ブイノソホもマレナンスキも打’コスマの年   
代言亡順一巻四○節を挙げている。事実、この牛代記において川22年の．しIl来車につい   
て次のような指摘がなされている。「ポーランドでは、キリスト教徒の追告が行われ   
た。」”im Polonia factaest persecuti（）Christianorum’●（M．G．H S．t．D（p．63）  
また、マレナンスキは『ロシア焼初年代記』の1034年の記述も、この反乱をホすもの  
として挙げている。しかLながら『悦初午代i…己』には、筆舌の確認した限りではこれ   
に関する記述は、1030年の出来事となっている－【i行摘書『ロシア原初隼イじ記』一し○   
ペーi；。Kro71ikiStaroruskie，Varstawa1987．p，9軋  
3）［p］ブジュティスワフ公の下によって行われた川38年のチェコ人の略奪的蘭来。  
LIi］『コスマスの年代記』第二巻須二市、第二章、第五．章参照。ポーラントに対す  
る出征は、1038jF初頭から11）39年ノけiまでの期間に孝fわれた。『コスマの年代記侶こ  
よれば、7グルベルトの聖遺物グ）他に、H．人の修道Lの聖遺物、聖7グルベルトの兄   
弟であった大司教ダウダンティの聖遺物も、高価な黄金憮の調度■1．子】とともに持ち去ら  
れた。，プラハへの聖造物の移転は、1039flリい1一t1に行われた。  
4）［訳‡り次串参上軋  
5）［P］「今述べた都市」とは、グニュズノとポズナニを指す。グニュズノのカテドラ  
ルは聖げォイチェフしアグルベルト）を勧請しているし．、ポズナニのカテドラルは使   
徒、聖ベトロを勧請している。  
6）［M］ポズナニのカテドラルの教会は聖ベトロと聖パウロの銘を持っていた。Isaias．   
577t’，SupermOntemeXCelsumetsublinlempOSuisticubiletuum．一’『イザヤニ割   
ムセセ、「高い両の1二に、お前は床を．泣け」  
7）［p」ランムーガウダンティ。（チェコの）スワブニコlアィツ族の出で、聖ヴォィチ  
ェフの兄弟であり、同Åて、あった「′ グニュズノの巌初の人司教となった〔Jポーーランド   
に対してなされた破門については、この隼代記のこの両所以外には、何も知られてい  
ない。  
8）［P］’’domininaturales”「小まれながiっ し（1然に）才卜主三であ／7た人々」とは、当   
時の政治榔享刑二おいては、数‾1仕代前から、それゆえに∴紀憶の及ばない．1．▲い時代から  
ある阿を支配している】：族を指している。それはポーランドにおいてはもちろん、ヒ  
アスト家であった（j  
β   
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9）［M］Sa11ust，Bell！LmIugTLr／hiuum71．lTlugurtha，．．．．appetenSgloriaemi1itar－  
is．”サルステイウス『ユグルタ戦記』ムー・、「ユグルタは……掛j二としての輝しい  
名声を符ようとして」  
1n）［p］コンラ、ソド∴世（没年1039年）か、ヘンリクニニ1日二（10391056年）か、は不明  
である。  
11）［M］実際にこの財塵がff二在していたか否かについて、ケンナシンスキは疑問を？1！し  
ている。Ketrz．Odnrフ眈・i（！cl．p363．  
12）［M］『ザクセン年代鉱』AγJ77α／／由良mJ（〟．C．〃∴詣．Ⅵ．p．683）によれば、1039  
年のことであった。パルゼ／レは追放されたカジミエシの帰国の年を1038年とLている。  
［訳注］『ザクセン年代記』には、次のようにある。「この時、ポーランド公ミュシコ  
の息十ガジミエシは、祖国に輔り、ポーランド人達から青んで、迎えられた。ロシア  
ニ1三の娘を妻として二人の息了・ウァディスワフとボレスワ7を得たJ。りHistemporibus  
Kazimer．filius Miseconis ducis Polanorunl，reVerSuSin patriam，a Polanis  
libenter suscipitur，duxitque uxorenlregis Ruscie fⅢam，prOCreavitque duos  
filiosVladizlaumet Bolislaum．”Balzer，Genea10ghzp．p．83、一89．  
13）［M］マリア・ドブロネーーガ。 パルゼルによれば（Balzer，Ge7p7CalLgia，p．88）ヴラ  
ディ ミール（キュ7人公）の娘。ケンナシンスキによれば（K∈trzvnFskiSt，Na  
肋叩由旧ねp－8）ヤロスワフ賢公の娘である。結婚式は川38年か1039年に行われた‘，  
ロシア人の年代言山こよれば、それは1043年に催されたとされる√）  
】4）LM］シフイエントスウァヴァ。1041年4咋に坐れ、1226fFに没する。ボヘミアiミ  
ヴラティスラウとの結婚は、1062年になされた。  
15）［P］ボレスワフニ世シミァウイ。1039年に生れる。ポーーランド公であり、ポーラン  
ド千となった。  
16）［P］ウァテグスワ7・ヘルマン。，1040年に生れ、ボレスワフ∴1世の継承者となった。  
17）［P］ミュシコとオットーー。1045午から1048年に生れ、大所した。   
第二十章 騎士ミュスワフおよびマゾフシ工人との  
戦について1）  
さて、祖国を解放し、それを手中に収め、また異邦の部族を追放した後で  
も、カジミエシには、Ll分の部族や、古来からの法によって臣従してきた自  
分の臣下達を断固として追放するという仕事が少なからず残されていた。さ  
て、父ミュシコの酌頭であり、家人であったミュスワフという名の男がいた2）。  
父の死後、自らマゾフシュ部族の君主と称し、マゾフシュの軍司令官として  
振る舞っていた。ところでその当時、マゾフシュは3）、前に述べたように、以  
前その地に逃げてきたポーランド人によ1て大変に人「1が多くなったので、  
耕地は農民にとって、牧：草地は家畜にとってぃ†二地は住民にとって、もはや  
十分に広くはなかった。そこで、ミュスワフは、首分の軍隊の人胆さを信じ、  
9   
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破滅的な功名心の野望によって盲目にされ、倣憤、無謀にも、どのような法  
によっても、圭た自然によっても＝分の手に入らないものを得ようと考えた4）。  
それゆえ、あまりにも大きな倣悼、不遜の心に登りつめたので、カジミエシ  
に臣従することを拒んだぼかりか、さらに武器と策略によって彼に反抗する  
にモったのである。それに村して、カジミエシは、父の僕であると同時に自  
分の僕でもある者がマゾフシュを力づ〈で横領するのを憤り、もし自分の領  
土としてマゾフシュを要求Lなければ、重大な厄災と危険が自分に迫ること  
になるのではないかと判断して、数はわずかだが戟の技に優れた軍勢を集め  
て二「文を交え、ミュスワフを戦死させ、勝利と平和と祖国全体を凱旋のうち  
に手に入れた5）。   
ところで、かの地では、マゾフシュ人の大きな虐殺があったといわれてお  
r）、戦場と川岸の絶壁が今［］までその事を物語っている6）。また、その場所は、  
カジミエシ自身が激Lく剣で打ちかかっていき、埴れ果て、肩や胸全体や顔  
を流．仙こよって汚した所でもあった。カジミエシは、さらに逃げてゆく敵を  
単身で追跡したので、甘分の昧万の省から助けを・到ナなければ、あやう〈戦  
死するところであった。しかし、身分は高くはないが、カジミエシの戦友で  
あった一人の騎∵とが、気高くも死ぬところであった者に肋けの手を差しのべ  
たのである。それゆえ、後にカジミエンは、この行為に対して、彼に大いに  
報いたのであった。すなわち、彼に町を与え、身分においても彼を貴族に引  
き上げた。この戦において、マゾフシ工人は三十部隊を保持していたが、カ  
ジミエシはやっと二三部隊しか率いていなかった7）。なぜなら、先に述べたよう  
に、ポーランド全体がほとんど荒廃の極みに達‾していたからである。   
CZO）DE PRELIO CUM MECZZLAUO（ET）  
CUM MAZOUITISl）  
Igitureliberatapatriaetexpugnata，prOfugatisquegentibusexterorum．  
；nonminorKazimirorestabathostilisprofugatiosuegentissuorumque  
iure proprio subditorum．；Erat namque quidam Meczzlauus2）nomine，  
pincernapatrissuiMeschcmisetminister，；postmortemipsiusMazouie  
genLis sua presumptione prlnCepS eXistebat et signifer．；Erat enim eo  
tempore Mazouia PoIonisilluc anteafugientibus3），ut dictum，intaTltLlm  
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populosa，：quOd agricolisrura，；animalibuspascua，：habitatoribusloca  
；（non satis）erant spaciosa；§Unde Meczlauusinaudacia sue milicie  
COnfisus，：ymmO ambicione perniciose cupiditatis excecatus，；nisus est  
Obtinereper preSumptionis audaciam，：quOd sibinon cedebat perius  
aliquod，Velnaturam4）∴Inde etiamin tantum superbie fastum  
COnSCenderat．；quodobedireKazimirorenuebat，：insupereciameiarmis  
etinsidiis resistebat．iAt KazimirusWindignans servum patris ac suum  
Mazouiam violenter obtinere，；sibique grave dampnum existimans et  
periculum∴nise vindicet，imminere，；collecta pauca quidem numero  
manubellatorum；sedassuetabellis，armiscongressus，；Meczzlauoper－  
empto，Victoriametpacemtotamquepatriamtriumphaliterestadeptus5）．  
；Ibinamque tanta cedes Mazouitarum facta fuisse memoratur，；sicut  
adhuclocus certaminis et precipitium rlpe fluminis protestatur6）．；Ipse  
etiamibiKazimirusensecedendonimisextititfatigatus，…brachiatotum－  
quepectusetfaciemeffusosangulneCruentatuS，；etintantumfugientes  
hostes solus est persecutus，：quOd moridebuit a suis hominibus non  
adiutus．；Sedquidamnondenobiliumgenere，Seddegregariismilitibus  
nobiliter opem tulit morituro∴quod bene Kazimirus sibirestituitin  
futuro；；nametcivitatemeicontuliteteum dignitateinternobiliores  
extulit．；Inillo enim certamine XXX acies ordinatas Mazouienses  
habuerunt，Kazimirusverovix tresaciesbellatorum plenashabebat7）∴  
quoniam，utdictumest，tOta Poloniapenedesertaiacebat．；  
1）［p］（前章に続いて筆石）拍び不l卜備に表現された表題は、ニの表題が年代記  
作者とは別の人物によって背かれたのではないか、との印象を与える。以下に続くこ  
の帝の内谷は、明らかに、カジミエン復興二上がミュツワフおよび彼に従うマゾワシエ  
人と戦を交えたことをホしているハマゾフシュにおけるミュツワフ公団については、  
J．Bieniek，Ih7isht，L）Miectmlla．Warszawa1963．   
2）［M二］メナスラウスの読みんは、ミュシコという名を示唆する。占■文書類、年代記顆  
は、ミュジヴァMierzwaから、ある一定の名前を引き山し、次のように読んでいる0  
メナスラウスMeczzlaus・（Lt（文需シャモp－ト）、マスラウスMazs】aus，Maslaus 三  
（占文書クロバート）、カトウペ■リク（プシュジュツキ版）はマスラウスと呼んでい  ○  
る。『ポーランド君侯年代i氾」りはこれに従っているり ロシアの年代記（『過ぎし昔の物  
語』1り47年頃）でほ、このれはモイスワフ Mois量aw という彬をとってし、る。ザグ  
ジェフスキ け、ボレスワフ・フロブリ亡」（73ページ）は、マスラウスをメスコニデスの  
メスコ、またはス「′7－1トポルクの息f▲であった、と考え、またその出目については、  
ピアスト家の別の家系にl汀来するむのである、と考えている。  
「訳注］『過ぎし廿の物証り（1047年の唄）に次にようにある。「ヤロスラフがマゾフ  
JJ   
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シュ人に対して兵を進め、彼らを打ち負かしたりそして彼らの公モイスラフを殺し、  
カジミエン（一世）に彼らを服従させた。」（前掲吾、177ページ）。   
3）前章参照。   
4）［P］年代記作者の考え小二よれば、統治権がある人に帰属するのは、「円然」から、  
すなわち相続によってか（「牛れながらの君主l“pallOWieprzyrodzonych’’という  
観念）、あるいは何らかの法にもとづいて、たとえば投与法にもとづいて、である√⊃  
権力に対するこれらの資枯のいずれをも持っていなかったミュツワフは、宴奪者であ  
った。   
5）［p］ミュスワ7に対する勝利は、1047年のことであった。  
［M］帰国したカジミエシの行為については Ketrz，St．Odn（）LLlicielp．333．  
Grodecki．Dzidelblskt，I．p．92．ミュスワ7の死につし、ては、『過ぎし昔の物語』  
の1047年の項が言及している。カドゥペック（〃．♪．且11，p．286）は、ミュスワフ  
が仲間の謀略によって殺されたと述べている。   
［訳注］カドゥペックの灯ポ‾ランド年代別肋め而血加＝加減わ雄血佃   
（M．P．H．p．Z86）は次のような挿話を伝えている。「他■方、かの居、い1二った公は、ゲ  
ティ人（原プロシア人筆者）のところに逃げ込んだ。そこでこの公は、非′削こ  
高い所に持ち上げられた。というのは、ゲティ人は、n分の仲間達を非常に多〈殺さ  
れたので（カジミエシによって・‥一筆苦）、すべての罪をこの公に帰し、死んだ者の  
すべてに代って彼に復讐したからである。多くの拷問の後、彼を非常に高い絞首台に  
つるし、こう言った。『高い所を望んでいたのだろう。それを掴め。山“Ambitionis  
autemiLleprincepsadGetastransfugit，ubicelsjoredignitatisgradusublimatur．  
GetaenamquenonparvasuorumCaedesaucii，OmneSinillumcausamconferunt，  
omniumineonecemulciscuntur：Quempostmultademumsupplicia．eminentis－  
simoaffigunt patibulo，dicentes二Alta petisti，alta tene！’   
6）［M］河畔の戦場については、これまでヴィスワ川、あるいはヴァルタ川が考えノブれ  
てきた。それに対して、レドニッツァのオストルフ湖を想定しているのが、〟γ（）〃．Iヰ偵（ゆ〃J．  
（M，PHt．1I．p．662）、SokoIowski，Huin．vn〟OStrOLL・iel．edniLy，Wojciechowski．  
T．，“OKazimierzuMnichu：’であるじ ケンナシンスキK（きtrz．St．Odnowiciel．pp．  
3356は、ブク川渋いのオストルフを想定している。『ポーランド諸侯年代記』（M．  
P．ⅠⅠ．t．11【．p．447）は、マゾフシュ人との戦はヴァルタ川河畔で行われた、と述べ  
ている。   
7）［p］当時の軍隊の一部隊をホすラテン語のアキエスaciesという言葉は、ニの筒  
所でも、また他の箇所でも用いられているが、この部隊の人数についてはイ叫】である。  
一般には二二C）（〕人とされている。   
第二十一章 カジミエシとポモジュ人との戦につい  
て  
こうしてカジミエシは、この戦において記憶に価すべき戦果を収めたが、  
ポモジャ人の軍勢がミュスワフを救うために駆けつけると、惑わず手勢を率  
lし  
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いてこの新手に向って打ちかかっていった1）。というのは、このことはまっ先  
に彼の耳に届いていて、ミエスワフを助けに敵が来ることをあらかじめ覚悟  
していたからである。それからカジミエシは、憤蚕に事を運び、個々別々に、  
つまり最初にマゾフシエ人と決戟を布い、その後で、より容易にポモジュ人  
との戟の場に入ることができるように」二大したのである2）。その時ポモジュ人  
は武装した兵を四個軍団も率いていたが、カジミエシの方は、やっと半個軍  
団をも満たぬ程度であった3）。しかしそれが中丁であろう。戦場に現われた時、  
カジミエシは、能弁な男、経験豊かな男として、以下のように自分の兵士達  
を鼓舞した4）。  
見よ、待ち焦がれしこのl」を5）  
そは汝等の労苦の全き終りの日  
すべての偽ー）のキリスト教徒を滅せし後は、  
安んじて異教徒と戦い給え  
兵の多き事、勝利をもたらすにあらず6）  
神が己の恩寵を与え給う者にこそ7）勝利宿らん  
汝等、ありしF二】の勇武を思い起せ8）  
しかして汝等の労苦を終らせよ。   
こう言って、神の加護の下に戦闘を始め、大いなる凱旋を勝ち取った。彼  
はまた敬虞に満ちた極めて大きな愛情をもって聖なる教会を尊び、とー）わけ  
修道十と聖なる修道女のための僧院の数を増やしたといわれている9）。という  
のは、カジミエシは年少の頃、向親によって修道院に送られ10）、そこで豊かな  
宗教的学識を身につけたからである。  
Cl）DEPRELIOKAZIMIRICUM POMORANIS   
Hocitaque preliornernOrabiliter superato，PornOranOrurneXerCituiin  
auxilium Meczzlaovenienti，Kazimiruscum paucisindub5tanterobviam  
properavitl）．Nuntiatum namque priusillud eifuerat，；ipsosquein aux－  
iliuminimicisadvenirepresciebat．；Undeprudenterdisposuitslngulariter  
prius cum Mazouiensibus diffinire，；postea facilus cum Pomoranis  
CarnPum Certaminisintroire2）；Illa enim vice PomoraniIIIIleglOneS  
rnilitumin arma ducebant，三Kazimirivero milites nec unam dimidiam  
J．ヲ   
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adimplebant3）．；Sed quid tamen Cum perventum esset adlocum cer－  
taminis，Kazimirus，utVireloquensetperitus，inhuncmodunlSuOSmilites  
cohortabatur4）：  
Ecce dies expectata primitus5），  
Multitudo non facit victoriam6）  
Eccefinisdelaborepenitus，  
SedcuiDeusdeditsuamgratiam7）  
Superatistotfalsischristico］is  
Mementotevirtutispreteriteじ）   
Iam securipugnatecum discolis．  
Et labori vestro finem ponite 
HiisdictiscumadiutorioDeipreliumintroivit，三magnamquevictoriam  
acqulSivit．：Dicitur quoque sanctam ecclesiam affectu magno pietatis  
honorasse，三sed precipue monachos sanctarumque monialium con－  
gregaciones augmentasse9）；quoniam monasterio parvulus a parentibus  
est oblatuslO）；ibique sacrislitterisliberaliter eruditus．；  
1）［lう］以卜の叙述は、内容、時代の点から見て錯綜しており、その資料的価値は疑問  
視されている。   
2）［M］ここで述べられている事柄の年代については、確証しえない。というのは、マ  
スラウスは1047年に打ち負かされ、他ん、ハンガリアの資料によれば、ポモジャ人の  
首長は、1042年にハンガリア公によって殺された、とされているから。Ba】zer，Cピ柁g〟J（智由  
902．Ketrz，5f．Od削払，fcブeJ334．  
［訳注］ケンナンンスキによれば、1041年、神聖ロ→マ皇帝ハインりと二世がチェコ  
公ブジュティスワ7を攻めた時、皇帝とl司盟関係にあったカジミエシは、シロンスク  
からチェコに攻め込んだ。その時、カジミエンの背後を脅かすマゾフシュのミュスワ  
フに対Lて、カジミエシのl耳盟荷となったロシア公ヤロブワ7がマゾフシエに攻め人  
った。他方、カジミエシと姻戚関係を結んだハンガリア公ベーラは、ミュスワフの同  
盟者のポモージュ公を討った。従って、年代記のこの叙述は、当時のポーランドをめ  
ぐる岡際状i兄の・端を窺わせるものである。St．Ketrz．」RフIsku文X］u）fekzL，Warsza  
wa1961．p．462・472．   
3）［P］軍団（レギオン）は、中世ラテンにおし、ては、二とに一丁人の騎兵からなる軍隊  
を意味してしゝた。しかし、ドヴィアットは、グルの軍団を歩兵部隊と考えている。  
［訳注1普通、占代ローマ帝因の軍制においては、一レギオは三下］一人から七百人の騎  
1二および歩兵十佃大隊閃丁・人から六千人を含んだ部隊を意味Lたが、Lf】他になると一  
レギオは約一一千人の騎兵部閲を意味するようになった。   
4）［M］八達の十一打節トロカイりノクの．i‡。   
5）［M］Vergilius，Aeneis．VrlO4．“Expectatadies．”ヴュルギリウス祈7ェネアス，n  
五一一○川「待ち，．1ミれし「1」  
J4   
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6）［M］吏Mac・“nOninmultitudineexercitusvictoriabelli”『マカバイ記一 」】三一  
一一九「戦いの勝利は兵十の数の多さによるのではなく1   
7）［M］Genesis3921，“dominus．．．．dedieigratiarn：’『別帖…亡』三九二T－「主が  
…・恵みを施し』   
8）［M］Sa］1ust■BellumIugurthinu′′l・492・一‘utimerヮorespristinaevirtatiset  
victoriae．りサルステイウス『ユグルタ戦記』匹九二Lかつての勇気と勝利を思い  
出すように」。   
9）［M］これらの修造」二達の一部はポー1ランドの田嶋の外にも了J二在していた。K∈tr．  
St．0♂〝仙，∫cオどJ，p．352．358．363．  
［訳注］カジミエシの付リヘーザの抑がいた修道院がカジミエシと深い関係にあった  
ことはS・ケンナシンスキの指摘するところである。K∈trz．St．op．cit．．p．520．  
10）［M］カジミエi／復興iが修道十であ一）たことについては T，Wojciechowski“O  
Kazimierza Mnich＿’’（Ibm．A，U．Ⅳ）K∈trz，Odnowiciel，David，Cbsi／nirle  
gfβ0ん∫／αSJど揮和才ぬ〃f，Paris1932．  
［訳注］カジミエシが教育を受けた修道院の位岩引二ついては、諸説か立てられている。  
デイジョン 、クリユニー、ブラウワイラーが挙げられているがS・ケンナシンスキは、  
ポーランドのベネディクト派修道院を挙げている（〕   
第二十二章 気前良き者（シテョドリ）と呼ばれた、  
カジミエシの息子ボレスワフニ世の継  
／承について  
さて、こうして記憶に価するカジミエシのこれらの功績には触れてきたが、  
他の多くの事柄については、叙述を急ぐために沈黙してきたく，しかしながら、  
今やカジミエシの生涯が終ろうとしているので、書き記す者にも終りの時を  
与えることにしよう。   
さて、カジミエンがこの世に対して最後の別れを告げた後1）、彼の長子で、  
気前が良く戦好きな男ボレスワフがポーランド王国を統治した2）。もしも過剰  
な程の名誉心と虚栄心が彼を駆りたてることがなかったならば、彼はその功  
績において先祖達のそれに十分に匹敵したであろう。事実、ボレスワフは、  
その統治のはじめの頃、ポ→ランド人とポモジュ人に命令を発し、グラデソ   
の城を包囲するために3）、彼らを数え切れない程多く召集したが、自らの頑固 六  
で軽率な行為によって城を喪っただけでなく、ボヘミア人の肝計に陥り、辛  
うじてそれを免れることができたという有様であった。ボレスワフはまたポ  
モジュ人への支配権もこのようにして喪ったのである4）。しかし、もしも怠慢  
が作り出した事を後に知恵」二よって立派に修正することができるならば、無  
上5   
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知のために小事を誤るということは、大したことではない。   
¢2）DE SUCCESSIONE SECUNDIBOLEZ－  
LAY DICTI LARGI KAZIMIRIDIS 
HiislglturKazimlrlgeStismemorialibusprelibatis，；aliisquecomplur－  
ibus sub silencio pre festinancia reservatis，；vite terminum finienti，；  
finem terminemus et scribendi．；Postquamitaque extremum vale  
Kazimirusmundo fecitl），；Bolezlauus eiust primogenitus，；virlargus et  
bellicosus，；PoIonorum regnum rexit2）．：Quisua satis gesta gestis  
predecessorum coequavit，；nisiquod quedam eum ambicionis vel  
Vanitatis superfluitas agitavit∴Nam cumin prlnCipio suireglminis et  
Polonis et Pomoranisimperaret，；eorumque multitudinem ad castrum  
Gradec obsidenduminnumerabilem congregaret3），；sue contumacie neg－  
1igencia non solum castrum non habuit，‡verum etiam Bohemorumin－  
sidiasvix evasit，；ac Pomoranorum dominiumsic amisit4）：Sed non est  
mirumaliquantulumperlgnOranCiamoberrare，sicontigeritposteaper  
SaPlentiam，queneglecta fuerint，emendare．；  
1）［p］カジミエシ復興1は、1r）58年十≠イ1二十八‖に没す。   
2）［p］ボレスワフニ世シミ7ウィ（鳳敢1）r〕1058年以降ポーランド公の地位にあり、  
1076年に」三に即付し、1079平に追放され、1（）81年に′、ンガリアにおいて没する。   
3）［P］おそら〈シロンスクのフラーテ㍉ソIiradecであろう。  
［訳注］今［】のチェコ共和国の都市で、ほぼフロラハとブレスワ7の小悶‖こ位置する。   
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第二十三章 ボレスワフとロシア公との会見について  
ところで、士ボレスワフニ世の様々な徳と寛大さについて、黙したまま省  
略するのは正しくないであろうっそして多くの話の内、わずかでも1’、王国の  
五 統治者に模範として示すことは適切なことであろう。  
さて、王ボレスワフニ世は勇敢で精力的な騎士であり、客人には好意あふ  
れる保護者であり、気前の良い人々の中でも最も気前のよい士人であった。  
彼もまた、最初の偉大なボレスワフのように、ILi領者としてロシア人の王国  
の首都、壮麗なキエフの町に侵人し、臼分のフ」の一撃で黄金の門に記念すべ  
76   
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き刻印を押した2）。またその地で自分の一族でもある一人のロシア人にこの国  
を委ね、彼を王座に就け、自分に反抗する他のすべての者を権力から遠ぎけ  
た3）。この世の栄光の何という光輝，／騎士達の何という大胆な勇気．／王の権力  
の何という至高．／こうして、気前の良いボレスワフは、自らが即位させた主  
に、「我等の所に赴き、我が国民に対する敬意の印として、和解の接吻を与え  
給へ」と請われた時、このポーランド人はこれに同意し、かのロシア人は彼  
が欲したものを差し出したのである。すなわち、ロシア人は、停泊所から会  
見の場所まで、気前良きボレスワフの馬の歩数を測り、その歩数の数だけの  
金貨を並べ買いた。それにもかかわらずボレスワフは馬から降りず、笑いな  
がら、自分のあごひげを引き抜いて、かのロシア人に十分に高価な接吻を与  
えたのであった4）。   
C3）DE CONVENCIONE BOLEZLAUICUM  
DUCE RUTHENORUM   
Nonestigiturdignum probitatemmu】timodametlibera】itatem Bolez－  
1auisecundiregis silencio preterire，；sed pauca de multisinexemplum  
regnigubernatoribus aperirel）∴Igitur rex Bolezlauus secundus；audax  
fuitmi1esetstrennuus，；hospltumSuSCeptOrbenignus，；datorquelargor－  
umlargissimus．：IpsequoquesicutprlmuSBolezlauusmagnusRuthenor－  
um regnlCaput，urbem Kygow precIPuam hostiliterintravit，；ictumque  
suiensisinportaaureasignummemoriedereliquit2）；Ibietiamquendam  
SuisgenerisRuthenum；cuipertinebatregnum，；insederegaliconstituit，  
；cunctosque sibirebelles a potestate destituit．3）；O pompa glorie  
temporalisl，：O audacia fiducie militaris，：O maiestasregle pOteStatis．；  
Rogatusitaque Bolezlauuslargusa rege，quem fecerat，ut Obviamadse  
Veniret，；sibique pacis osculum ob rreverentiam sue gentis exhiberet，；  
Polonus quidem hoc annuit，：sed Ruthenus dedit，quOd voluit，；  
Computatis namque LargiBolezlauipassibus equinis；de statione ad 函  
locumconvencionis，；totidemaurimarcasRuthenusposuit，；Nectamen  
equo descendens，；sed barbam eius subridendo divellens∴osculum ei  
Satispreciosumexhibuit4）．：  
1）［M］Vergilius，Ae机：is（IL377“paucatibienlultis．．…eXpediamdictis／ヴュル  
ノ7   
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ギリウス『アユネアス』ニ∴上土「多くの車輌のうち、わずかなことだけを……あ  
なたに述べて」   
2）［M］ボレスワフ・ラルグス（ボレスワフ∴世シミ7ウィ）がキエフの都に侵入した  
のは、1069牛木月二」†である。『過ぎし昔の物語』1069年の頃参照。  
［訳注］『ロシア原初年代記．』（前掲吾）の第十串イジャスラフの治世（川69年）の頃  
に次のようにある。「イジャスラフはボレスワフ（∴世）とともにフセスラブに対し  
て兵を進めた。・…‥イジャスラフが町（キエフ）に若くと人々は礼をつくして出迎え  
た。‥‥インャスラフは、五＝∴しlにt‘l分の座についた。彼は食糧を手に入れるよう  
にリャヒ（ポーランド人筆抑を方々に石かせたので、（人々は）ひそかにりヤ  
ヒを殺した。ボレスワ7（二世）は11分のリャヒの同に帰った。」   
3）［p］「什分の一族のあるロシア人」とは、ヤロスワフ賢公の息子イジャスワフであ  
る。このことはおそらく1076年に行われた。  
［B］イジャスワフを指す。ボレスワフの佃父にあたり、ヤロスワフ賢公の忠f一。1025  
年に生れ、1078年に没する。彼のキエフ支配恨、1054牛から1078午までである。   
4）［P］第二l・八草の話からも明らかなように、ボレスワ7は、Irl分がこのようにイジ  
ャスワフをl▲】分にFii従するFこi卜として扱っていることを強調Lたかったのであろう。   
第二十四章 ボレスワフ・シチョドリ（気前よき者）  
に対するボヘミア人の瞞着  
さて、ある時、ボヘミア公が】）全軍を率いてポーランドに侵入し2）、深い森  
を通って戦に十分適したある平地に陣取るということがあった。それを聞い  
たボレスワフ・シナョドリは、精力的に敵に向って急行し、彼らを追跡し、  
迂回して彼らが通った道を包閑し、遮った。そのFlの大方が過ぎ去った時、  
ボレスワフは、急な迫撃によって自分の兵士達を消耗させたので、使者を送  
って、戦場に現われるのは翌日となることをボヘミア人に告げ知らせた。ま  
たさらに告げて、彼らボヘミア人も同地に留まって、これ以上ボレスワフを  
疲れさせるな、と強く請い求めて、次のように述べた。「実際、かつて、諸君  
達は、故老がいない時に獲物を手に入れた飢えた狼のように3）、罰も受けずに  
森の隠れ家に逃げ込んだが、槍を手にした猟師が現われ、猟犬も諸君達の足  
跡を追うべく放たれた今、諸君達が広げられた綱から逃がれることができる  
のは4）遁走や好計によってではなく、勇気によってである」。これに対してボ  
ヘミア公は、校術な策略をもってボレスワフに答えた。「F】分より劣った者の  
ために心を悩ますことは、このように偉大な二卜に相応しいことではなかろう。  
しかし、l別口もしも汝がカジミエシの息了・であるならば、同じ場所でポへミ  
／lヾ   
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ア人の奉仕を期待することができるであろう」。そこで、ボレスワフは自分が  
カジミエンの息子であることを示さんとして、その場に留まー）、ボヘミア人  
の詐欺を信じたのであった。しかし次のし1が正午になった時、ポーランド人  
の陣営は、斥候から、ボヘミア人の前夜の逃亡によって戟は起らないとの知  
らせを受けた。その時になってボレスワフは、自分が欺かれていたことに怒  
り、すばやくモラヴィアに逃げた彼らを追い、多くの者を捕え、殺した。そ  
して、このようにして彼らが逃Lしたことに対して、自らに腹を立てながら  
帰還したのであった。   
ところで、ここで記述に加えておくべきこ とがある5）。すなわち、ほとんど  
すべてのポーランド人が、昔ボレスワフ人ニ上の軍隊が並はずれた愛着の念を  
もってつゴ■ユに身につけていた甲田の使用を廃したのはなぜか、という話であ  
る。  
（24）DE DELUSIONE BOHEMORUM  
CONTRA BOLEZLAUM LARGUM   
ContiglteOdemtemporeBohemorumduceml）cumtotasuorumvirtute  
militum Poloniamintroisse，2）；eumque transactis silvarum condensisin  
quadam planicie，Satis apta certaminiconsedisse．：Quo audito Largus  
Bolezlauusimplger hostibus obviam properavit，；eosque properanter  
transgyrandoviam，quaVenerant，Obsidensinterclusit．；Et qula plurima  
parsdieipreterierat，；suosque properando fatigaverat，；sequentidie se  
Venturum ad prelium perlegatos Bohemisintimavit，；eosqueibidem  
residere，；nec se diucius fatigare，；magnlS preCibus exoravit．…Antea  
quidem exeuntes，inquit，de silva sicutlupl：Capta preda famelici3）：  
SilvarumlatebrasabsentepastorelnpuneSOlebatispenetrare，；modovero  
presentecumvenabulisvenatore，；canibusquepostvestigiadissolutis，；  
nonfuganecinsidiis，：sedvirtutepoteritis；extensaretiaculadevitare4）．  
三At contra Bohemorum dux versuta calliditate Bolezlauo remandavit：  
indignumessetantumregemadinferioremdeclinare，；seddiecrastina，Si  
filiusestKazimiri，SitparatusibidemBohemorumservitiumexpectare．；  
Bolezlauusvero，utSefiliumostenderetKazimiri，ibistandoBohemorum  
fallacie satisfeciしSed dieiam postera mediante，Polonorum castris ab  
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exploratoribus nuntiatur∴quod a Bohemis nocte precedentifuga non  
preliumineatur．；In eadem hora Bolezlauus delusum se dolens，aCriter  
eos per Morauiam fugientes persequltur［∴captisque pluribus ac per－  
emptis，qula Sic evaserant，Sibimetipsidedignando，reVertitur．；Ad－  
nectendum est etiam rationem5）∴que causa fere totum de PoIonialor・  
icarum usum abolevit，；quasantiquitusmagniBolezlauiregisexercitus  
ingenti studio frequentavit. i 
1）［M］ヴラティスワ7。1061咋にボヘミア公に即イ、1二し、1092年九「い＼「＝二没する。   
2）［M］『過ぎし昔の物語』の1076年の触二、ボヘミアに対してロシア人とポーランド  
人の遠裾が行われた、とある。  
［訳注］『原初年代記』（前掲書）の1076年の吼二次のようにある。」‾7セヴォロドの  
子ヴうジミルとスヴァトスラ〉7のf一オレグがリャヒを助けて、チエヒに共を進めた」。   
3）［M］Hiezechiel，2227”principes eiusin medioi11ius quasilupirapientes  
praedam．”『ェゼキュル割；．ニ∴七「1‡‘砧●たちは郡のLt］で雅物を・31き裂く狼の  
i：うだ」Isias 92 ■一sicut exultant victores capta praeda．”rイザヤ割 九二  
「戦利品を分け合って楽しむように」   
4）［M］ⅠIiezechiet，1213”etextendanlretemeumSuperi11um，’’『ェゼキュル割  
－一ニ【一三「わたしは、彼の上に綱を広げ．J   
5）［訳注］脱文は、’’adnectendumestetianlmtio7Je／n，queCauSa……al）01evit．”と  
なっているが、ザモイスキ版は’lrationem’’をt’ratiolll’となっており、またと／レデ  
スハイム版はりronlan”となっている。マレナンスキは、’－narration’’とすべきであ  
ると主張し、あるいはまた全〈この ■’rationem”を削除すべきである、と述べてい  
る。   
第二十五章 ポモジェ人に対するボレスワフ・シチ  
ョドリの勝利  
さて、ポモジュ人が突然ポーランドに侵入した時1）、ボレスワフ土が遠隔の  
地でその知らせを聞くということがあった。彼は、異教徒の子から祖国を解  
放することを熱烈に願って、まだ軍勢を集め終わらないうちに、自ら先駆け  
て無謀にも敵を急迫することをためらわなかった。川に着いた時2）、対岸には、  
異教徒の軍勢が結集していた。兵士達は椅や浅瀬を探そうともせず、武器を  
持ち、甲肖を身に帯びたまま渦巻く深みに身を委ねた。大胆無謀に甲肖を着  
た多くの者はそこに沈んでしまったが、生き残った他の者はl】1日を脱ぎ捨て  
て川を渡ー）、大損害を蒙ー）ながらも勝利を勝ちとった。この時から、ポ【ラ  
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ンドは甲田を捨て3）、敵地に侵入した者は皆、身軽になって、前に構わる川を、  
身に重い鉄を負わずに以前よりも安全に渡ることができた。   
（25）DE VICTORIA BOLEZLAUI LARGI  
CONTRA POMORANOS   
ContigitnamquePomoranosexsubitoPoloniaminvasissel）；regemque  
Bolezlauum abillis remotum partibus hoc audisse．Quicupiens animo  
ferventidemanugentilium patriamliberare，；collectonondum exercitu  
decrevitantecedensinconsultenimiumproperare．：Cumqueventumesset  
adfluvium2）ultraquemturmegentiliumresidebant，；nonpontirequisito  
Velvadoloricatimi1ites et armatised profundo gurgitise credebant．；  
Pluribusitaqueloricatorumibipresumptuose submersis，loricas reliqui  
SuperStites abiecerunt，；transmeatoque flumine，：quamvis dampnose；  
victoriam habuerunt．；Ex eo temporeloricis Polonia dissuevit3）；et sic  
expeditiorhostemqulSqueinvasit，；tutiorqueflumenobiectumsinepon－  
dere ferritransmeavit．；  
1）［M］この遠征は1n75了＝二行われた。   
2）［M］『ブコポルスキ午代記』〟m最伽Ⅷ施ゆ止血（〃．P．〃ⅠⅠ．487）によれば、こ  
の川はサル川と呼ばれf：。それについては、Duda，Rozw6j terytorialnyPomorza  
51．参照。その本では、この川はジェシゴーーニ7、あるいはペルサンタとなっている。  
［B］おそらくペルサンタ川てあろう。   
3）［M］コマスがボヘミアでl甘様のことを物語っている。Cos椚αSII．10．   
第二十六章 ボレスワフの寛大さと気前の良さにつ  
いて、ある貧しい僧について  
同様に、ボレスワフニ世の並はずれた寛人さについて、記憶に価すべき－一  
つの事実を、後に来る者の模倣すべき手本として包み隠さず物語ることにし 5  
よう。   
あるF】、ボレスワフ・シナョドリ⊥は、宮殿の前で貴族達とともに法廷の  
席についていた。そしてその場所で、広げられた敷物のLに並べられたロシ  
ア人からの貴納品や他の部族の贈物を眺めていた‖。たまたまその場所に、あ  
2J   
。り．・l／‘／Å．・’   
る貧しい異邦の憎が居あわせ2）、この豪華な宝物を見ていた。彼は驚嘆の思い  
を込めてこの財宝に臼を凝らし、l・⊥1分の哀れむべき貧しさを思って、大きな  
嘆息を漏らした。ボレスワ7は、短気な人であったので、この憎が哀れげに  
嘆息を漏らしたのを聞いた時、誰か他の役人が鞭を打ったのではないかと想  
像して、怒りながら、次のように尋ねた。誰がこのような嘆息を敢えて漏ら  
したのか。誰がここでこの謀氏を敢えて鞭打一〕たのか、と。その時この哀れ  
な憎は震えながら、財宝を見たという驚でニ上の法廷に立つことになるなら、  
むしろこの財宝を見なかった方がよかったと思った。  
しかし、貧しき憎よ、なぜ身を隠さんとするか3）。   
なぜ溜息をついたと白状するのをためらうのか。この嘆息はすべての哀し  
みを終らせ、この吐息はあなたに大きな喜びを生みだすというのに。寛大な  
主よ、これ以上長く貧しき憎を■ィく安のうちに讃しめるのを止めよ。急ぎ汝の  
財宝を彼の肩の上に背負わせよ。   
こうして、憎は、何を孝一えているのかとコ三に尋ねられて、悲しそうに吐息  
をつきながら、不安げに答えた。「主なる工よ、私の貧しさとあなた方の栄華、  
あなたがたの権威とを見て、幸福と不幸がどれ程異なっているかを見較べて、  
大きな悲しみに陥り、嘆息したのです。」その時、寛大な王は次のように言っ  
た。「もしも貧乏の故にあなたが溜息をついたのであれば、あなたはボレスワ  
7王の小に貧しさへの慰めを探しあてたことになる。あなたが溜息をついて  
眺めた財宝に近づきなさい。－一一拉ぎできるだけの量なら、どれ程でもあなた  
のものとなるだろう4）。」   
こうしてこの貧しき者は、宝に近づいて金鉄で自分のマントを一杯にした  
ので、その重さのために衣が破れ、財宝が外に出てしまった。その時、寛大  
な王は自分の肩から衣を脱ぎ、それを財宝の袋の侍りとして貧しき憎に差し  
出し、彼を支えてやりながら、さらに多くのものを背負わせた。寛大な土は、  
こうして大変多くの金鋭を僧に背負わせたので、僧は、これ以上多く背負っ  
たら、首が折れてしまうと叫んだのであった5）。   
］三は名誉をもって生き、  
貧しき人は豊かになって立ち上りぬ。  
79l  
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（26）DE LIBERALITATE ET LARGITATE  
BOLEZLAUI．  
DEQUODAM PAUPERECLERICO  
Item uIlum memOrabile secundiBolezlauifactumliberalitatis eximie  
non celabo∴sed adimitacionis exemplum successoribusintimabo．；In  
civitate Cracouiensi quadam die Largus Bolezlauus ante palacium in 
Curia residebat，；ibique tributa Ruthenorum aliorumque vectigaliumin  
tapetisstrataprospectabatl）；Contigitibidemclericumquendampauper－  
em et extraneum affuisse2），；tantique thesauri magnitudinem  
prospexisse．；Quicumammirationetantepecunieillucoculisinhereret，；  
suamquemiseriamcogitaret，；cumlngentlgemitususplraVit．Bolezlauus  
autem rex，ut erat ferus，audiens hominem miserabiliter gemuisse；et  
existimansaliquemcamerariospercussisse，；iratussciscitatur，quifuerit  
ausussicgemere，；velquispresumpseritibiquemplamVerberare．：Tunc  
illemiserclericustremefactusmaluissetnunquampecuniamsevidisse，；  
quameadecausareglSCuriamintroisse．；  
Sed cur miser clericellelatitas3）  
Curindicare gemuisse te dubitas？；Gemitusiste totam tristiciam  
COIICulcabit；susplriumistud magnam tibiletitiam generabit三Noli．  
Large rex，nOli，miserum clericellum pre timore diutius anhelare，；sed  
festina tuo thezauro eius humeroshonerare；Igiturinterrogatus a rege  
Clericus quid cogltaSSet，；cum sic】acrimabiliter susplraSSet，；cum  
tremorePP respondit：Domine rex，meam miseriam，；meamque  
paupertatem∴vestram gloriam；vestramque maiestatem；considerans，  
felicitateminfortuniodisparilitercomparando．：Predolorismagnitudine  
SuSplraVi．：Tunc rex Largusait：Sipropterinopiam susplraSti，‡Bolez－  
1auum regem paupertatis solaciuminvenisti．；Accedeitaque ad  
pecuniam，quammiraris・；etsittuumquantumcumqueunohonere（depor一  
八  
tare）plusconaris4）．；Etaccedensillepauperculusauroetargentocappam  
Suam tantumimplevit，：quod ex nimio pondere rupta fuit et eadem  
pecuniavisumcepit．三Tunc rex Largusdecollo suo pallium extraxit，：  
illudque clerico pauperipro sacco pecunie porrexit，；eumqueiuvans  
melioribus honeravit．…In tantum enim clericum auro et argento rex  
ま？   
．1／‥・lJ．イ人、／■   
Largus honeravit，；quod sibicollum dissoIviclericus．siplus poneret，  
exclamavit5）．；Rexfamavivit，；ditatusmpauperabivit．   
1）［p］この章で述べられている挿話は、我が匡】の史学の■1て・非常に入京のあるもので  
ある。A・ゴウビュ7は、『ボレスワ7・フロブリ』（第三部「想い日々」第一巻）に  
おいて、ドイツ諸公の買収の場而に巧みにこの挿話を用いている。   
2）［P］「クレリクス」■’clericus’’は、言うまでもなく、当時、聖職者になる準備をし  
ている若者のことを指すのではなく、幣職省一般（必ずしも司祭に限らない）を指し  
ている。この「貧しい外国の憎」一｛c】ericum quendam pauperem et extraneum  
というのは、明らかに、作者11身の投影であろう。作帯は、こうした方法でボレスワ  
フ・クシヴウステイの気前の良さに訴えたいと考えたのであろう巳   
3）［M］十一昔節トロカイックの詩   
4）［訳注］マレナンスキは、テキストの文章をt－sit tuum quantumque uno honere  
材ゆ（）rtare）Plusconaris．”としているか、これは、『ポーランド諸侯年代記』の同種  
の挿話の文章に拠って、ピエロ7スキ校訂の原文を修」卜したものである。プレジイア・  
ブイノッホは、このピエロ7スキに依拠してユゴリ、本訳文も、この箇所はピエロフス  
キに依った。この原文は以ドのとおY）である。’一sitttlumquantumqueunOOneretOllere  
COnarlS．   
5）［p］カドゥペックも 、また彼に従ったドゥゴーンも、この挿話を、贈り物を与えら  
れた憎は円らの貧乏の故に垂すぎる程の物を引き1∴げようとして実際に死んでしまっ  
た、という夙に変形している。これは、陽気なガルの挿話の道徳的な解釈である。   
第二十七草 ボレスワフ・シチョドリのハンガリア  
への追放について  
ボレスワフはまた、自分の力によってハンガリアからサロモン王を追放し1）、  
ウァディスワフを王座に即けた2）。ウァディスワフは体躯も堂々としており、  
敬神の念も厚かった。彼は、幼少の時よりポーランドで養育され3）、習慣にお  
いても、生活様式においても、ほとんどポーランド人となった人である4）。  
人々 語りた り、いまだかつて ハンガリアは、  
かくの如き∃三を持ったこともなく、  
彼の後には、かくの如く国土が豊かになりし暗もなし、と5）   
さて、ボレスワフ土がどのようにしてポーランドから追放さj‘Lたかを物語  
るとすれば、話が長くなるであろう6）〔〕しかし、これだけのことは物語っても  
許されるであろう 
かなる罪であっても、彼に肉体的な罰を加えることは許されないのである8）。  
2イ   
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ボレスワフが罪に対して、罪を以って応え、司教の裏切りに対して9）四肢切断  
を敢えて行った時10）、これは彼に大いなる厄災をもたらした。もちろん、司教  
の裏切りを弁解しようとは思わないし、このように醜く自己弁護しようとす  
る土を甘やかすつもりはない。この問題は不問のままにしておこう11）。そして  
彼がどのようにしてハンガリアに受け入れられたかを物語ることにしよう12）。   
（27）DE EXILIO BOLEZLAUI LARGIIN  
VNGARIAM  
IpsequoqueSalornOnemregemdeVngariasuisviribuseffugavitl），；et  
insedeWladislauum2），Sicuteminentemcorpore，；sic affluentem pietate  
；collocavit．；QuiWladislauus abinfancianutritusin PoIoniafuerat3）；  
etquasimoribusetvita Polonusfactusfuerat4）．；  
Dicunttalem nunquam regem Vngariamhabuisse，  
Nequeterrarniam postcurnfructuosamsicfuisse5）．  
Qualiter autem rex Rolezlauus de Polonia sit eiectus longum existit 
enarrare6），；sed hoc dicerelicet，qula nOn debuit christusin christurn7）  
peccatum quodlibet corporaliter vindicare8）．；Illud enim multurn Sibi  
nocuit．：cum peccato peccatum adhibuit，；cum pro traditione  
pontificem9）truncacionimembrorumadhibuitlO）；Nequeenimtraditorem  
eplSCOpum eXCuSamuS，；neque regem vindicantem sic se turplter  
COmmendamus三sedhocinmediodeseramusll）；etutinVngariareceptus  
fuerit disseramusIZ），；  
1）［M］Salomon、サロモヲ‰；ミンガリア王（在位1063年から1074年まで）0サロモン  
は、1077年、ボレスワフ寛人二†ミによって氾放されている。  
2）［P］勇w．wladyslaw聖ウァディスワフ（［訳注］我が国では、ラースロ，一一世  
と呼ばれている）。ハンガリ7王で在位は、1077年から1095年まで。サモギヴアール  
のベネディクト派修道院の建立者。我がfl二代記作者は、とりわけ彼に対して暖かい見   
方をしている。十一一世紀末の散逸している『ハンガ’リア人の事績』GβSfα〔ルJg〟γ0用椚  
でも好意的に紹介されている。  
3）［M］ポーランドで過したウァナイスワ7（ラースローr√世）についてはT．Wojciechows－   
ki，Szkice histo7yC2γlej壱denast留OIL，leku．Krak6w1951，p．149，159，210，221，250，  
279．  
4）［p］聖ウアナィスワフ（ラースローー世〕は、ハンガリ7公ベーラー世の忠r・であ  
った。ベーラはすでに10ニミ1咋、∴人の兄弟7ンシュイ（アンドラーシュー世）、レヴ  
ュンテとともにポーーランドに身を隠した。ベーーラはポーランドで結婚し、′、ンガリ7  
二】．う   
787  ．け ∴lハノ人イ  
に帰ったのは中丁年も後のことであった。確かに彼の息イ・は半ばポ→ランド人であった  
といってもよいであろう。  
5）［M］川のノし汀節トロカイックの．i寺、そのうち、∴つの末尾に等しい押胡がなされて  
いる。  
6）［訳注］この点については、T．Wojciechowski，Szki（1ehisto731CZnejedenastegou）teku，  
Krak6w1951，p．221252の論史’tstracenjeizegnaniekr61aBoleslawaIl．”を参  
照  
7）［M］ドユルゴーンもこの衷現を膜倣しているIDtugosz（operaI．65）r．  
8）［Ⅰ）］韓油と結合した1iの戴起は、1l・1牡においては、）トば完ミ教的な有為であった。そ  
れゆえ∴†三は司教と何様に油嘩穴れたる者であったし，彗■ミステファン（ハンガリア二1ニイ  
シュトバーン）は、息Fユノりクのための訓ホにおしゝて、聖書の次のバ葉を想起させ  
ている。「我が帥嘩られたる1引二触れるなかれ。」司教に体罰を課すことは、当時の観  
念・噴石からは前代未聞のことであ一｝たとの指摘は止ご■1である。（T．Wujciechowski，  
ibid．，p．329）  
［訳注］「クリストゥス」T’Christus”とは、T言うまでもなく、「r油汗がれたる・苦」を  
桁す言葉であり、へ7－ライ語の「メシア′、」－†∩セロ■’’から由来Lている。プレジイ ‾／●  
アの注にも触れられている「油注がれたる割二触るなかれ」は、おそらく、『サムエ  
ル記上』第∴十四章、および第∴卜六章を典拠とLているであろう。「ヤハウェの抽  
注がれたる抑ニ手をイLて、だれが罰を免れようか。」’－：〔脚叩rr呼甲叶〔うど・ロ，▼  
また、この「油汗がれたる昔」とLて、聖なる君主とといこヤハウェに仕える祭ii］も  
挙げられていることは、『レビ乱』にも記されているところである。、『レビ礼帽泄博、  
第六章参照。  
9）［P1司教。クラコフFi」教スタニスワフ（1072年1079年）。1253年に列聖された。  
スタニスワフが二王に対Lて、どのような犯罪を犯したのか、また彼らの闘争の背景は  
何であったのか、に関する問題は学問的にくりかえし議論されてきたところであるが、  
これらの点は、次の論文が抱打的に椒り卜げている。M．l）1ezia，β00如～α車用Zり・  
Sw．Sta，ltSlawa，StudilL，n27・（ヲdioznaLLICZe，AnalectaCracoviensia1979，XI．p．25】  
413．  
1（））［M］二1二と司教との不和は、ボヘミア公ヴラティ1ワフが：l三に送／ノた手紙の小で言及  
されている（〟．P．〃，Is．365）。  
［訳注］ボヘミア公ヴラティスワ7の：T一紙の関連筒所は次のようである。一’Audivimus  
quoque．quiainter vos et fratrem vestrum episcopum sit aliqua dissensionis  
macula：”（ibidリ）「また私達は、あなたがたと盲二り教との間に、何かの対」ソニ点がある  
と聞いてしゝるrJJ  
ll）［M］saLlust，Bellum Catiltnae195－boneamreminmediorelinquemus．”サル  
ステイウス『カティりナ戦記』一一九－打「我々はこの問題を未決のままにしておこう。」  
12）［B］作署点ここでは、ポーランドにおける1079年と1080年の出来事についてあいま  
しゝなホ唆をしているだけである。1二とクラコフiF」教スタニスワフ（10721、川79年）と  
の問には、重大な対了＼‡か－あった｛，バJ教の放伐の時期トニ1二目ら司教を非推し、剣で披を  
殺した（，すでにボヘミアのヴラティス■7フニ‾．車ヒの義兄ボレスワフにあてた1074件の手  
紙は∴二1三と司教との間の不和について．語っている。（一1dissensionismacula．dissensionis  
scandalum’’），M．Iミfl，t，1，p．365，Iioczek，Codex dipl．et epist．Moraviael．  
p．177i盲J教スタニスワフが1の子」二状について二1ミを繰り返し非難L／二ということは考  
えられる。後の伝ノ匡はそう述べているが、ガールはそれについて巾Jも記していない。ま  
26   
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た、司教が子三に対する貪族のノ叉乱に関リーした時∴しの司教に対する憎恐が生じたとい  
うことも考えられる。というのは、7Tルが非peccatumについて語る時、裏切（）、  
裏切り苫（”nequeenimtratitoTemePiscopumexcusamus”）といっているからで  
ある。■・t・・・ボレスワフはスタニスワフを殺1tニした後ただちにポーーランドを追われたに  
ちがいない∴彼は川81年頃外国の地で没した。後の伝承によると、彼はハンかリアで  
自分の犬にかみ殺されたという。また別の伝承によれば、死に到るまでケルンテンの  
オンアフ修道院の贈罪署として牛きていたという。その場所には、小世後期のイfの銘  
が彼についての追憶を刻んでいる。しかしまたその事名はイ云ノ良の不確かさをもホしてい  
る。RexBoleslausPoIoniaeoccisorS，Stanislaiepiscopi，（R．Roepell：Geschichte  
凸フkns，ⅠIamburg1840，204．Anm，23：G．Rhode：Klei）pleGeshichtePolens，25）マ  
ックス・グンプロヴィソナはこの対二立を別様に解釈している。すなわち、スタニスワ  
フはグレゴリウス上世の改革の敵対者であり、それゆえグレゴりウス派の「ほゝら比て  
裏切r）粟であっ！：、とする。Max Gump7owicz，ZuT Geschichte Polensinl  
Mittelalter，ScieIltiae VerlagAelen1969，P．239．  
［訳注］ボレスワフ・シナョドリ（ニーlり と司教スタニスワ7との封二立の意義につい  
ては、拙稿「彗■三スタニスワフミ封Fの形成について」（『仙Il大学法学会雑誌』、第二五  
巻第二・川り▲を参照。   
第二十八章 ハンガリア王ウァデイスワフによるボ  
レスワフの受け入れについて  
ウ7デイスワフ、ボレスワフの訪れを聞きし時、  
友たる情より着びを感じつつ、  
他面にて、心に怒りの惜残れり、  
然り、一両にて兄弟たりし、また友人たりし人を受け入れしことを喜べ  
り、されど、ボレスワフの弟ウァディスワフの敵にならんことを恐れた  
り1）   
ハンガリア工ウァディスワフがボレスワフを受け入れた態度は、異邦の人  
や客人に対する態度ではなく、また同輩者が同輩者に対する態度でもなかっ  
た。まさしく騎士が君主を、公が1三を、あるいは上が皇帝を受け入れるよう  
にボレスワフを′受け入れたのであった2）。  
ボレスワフ、ウァディスワフをLのヨミと呼べり、  
ウァディスワ7、彼によりて上となりたるを円らも認めたり3）   
しかしながら、ボレスワフには、虚栄に帰せられるべき－・面があった。そ  
してそれこそが彼の以前の徳を著しく傷つけたのであった。  
27   
〃．A用如  
国を追われし省、異国の王国に人りたる時、また農夫、－一人として彼に  
従わぎりし時4）、   
ウァデイスワ7は謙虚な人であったから、ボレスワフを迎えに急ぎ、敬意  
を表して馬から降り、遠くから近づいてくる彼を待った。それにもかかわら  
ず、ボレスワフは、温良な三仁の謙遜を顧みず5）、またその JL、の中には破滅的な  
高慢の情が生じた6）。ボレスワフは言う。「私が彼をポーランドで養子として  
育てたのだ。私が彼をハンガリ7の工に則イ立させたのだ。それゆえ、私に対  
して対等の者としての敬意を払うのではなく、私が馬に乗ったままで、君俣  
の一人として私に接吻するのが彼には相応しい7）。」それを開いたウァディス  
「7フは、少しばかり不快に思い8〉、道を引き返した。しかしながら、ハンガリ  
ア全土に、ボレスワフヘの十分な奉仕が恭しくとり行われるように命じた。  
その後、和解して、互いに友人として妃弟のように再会した。しかし、ハン  
ガリア人は、このことをより深く、より秘かに心の中に刻んだ9）。それゆえ、  
ボレスワフはハンガリア人の彼に対する大きなk感をさらに増し加え、それ  
によって最後のHの訪れを早めたと言われている川。   
但8）DE SUSCEPCIONE BOLEZLAUI PER  
WLADISLAVUM REGEM VNGARORUM  
Cum audisset Wladislauus Bolezlauum advenire，  
Partimgaudetex amico，partimrestatlocusire，  
Partim ex recepto quidem fratregaudet et amico  
Sed de fratre Wladislanuo facto doletinimicol）  
Non eum recipit velud extraneum velhospitem，Ve】par parem recipere  
qulSque SOlet，；sed quasimi1es principern∴veldux regem．：velrex  
imperatorem；recipereiuredebet2），；  
BolezlauusWladislauumsuum regem appellabat，  
Wladislauussepereumregem（factum）cognoscebat3）  
In Bolezlauo tamen unum ascribendum est vanltati，：quOd eius pristine  
multum obfuit probitati三  
Namcum regnum alienum fugitivusintroiret，  
Cumquenu11usrusticorumfugitivoobediret4）  
obviamire Bolezlauo Wladislauus，ut Vir humilis properabat∴eumque  
a夕   
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proplIlquantememinusequo descendensobrevereIltiamexpeCtabat．；At  
COntra Bolezlauus humilitatem regis mansuetinon respexit5）三sedin  
peStiferefastumsuperbiecorerexit♭）三Hunc，inquit，alumpnuminPolonia  
educavi∴hunc regemin Vngaria collocavi．；Non decet eum me ut  
equalem venerari，；sed equo sedentem ut quenllibet de principibus  
OSCulari7）．；QuodintendensWladislauus aliquantulum egre tulitB）；et ab  
itinere declinavit，：eitamen servicium per totam terram fierisatis  
magnificecommendavit．；Posteaveroconcorditeretamicabiliterintersc  
Sicut fratres convenerunt，三Vngaritamenil］ud altius et profundiusin  
COrdenotaverunt9）．：UndemagnamsibiUngaroruminvidiamcumulavit，  
；indeque ciciusextremadieseurn，ut aiunt，OCCupaVitlO）．：  
1）二P］故意に不明瞭なこの表現の小に、次のような事実が含意きれている（この点は  
T・ヴォイチエホブスキーが今世紀の始めに気づいたことである，）し，すなわち、ボレ  
スワフ・ンミャウィの弟ウァディスワフ・ヘルマンは、ボレスワフに反抗Lてボレス  
ワフの追放に関与し、そのことによって′、ンガリアの丁ウァディスワフの敵対者とな  
ったということである。  
［M］八達の八f■1二節トロカイックの詩。   
2）［P］このii菓は、ょさL〈封建的支配身分の全階層をホLている。   
3）［M］国連の人音節トロカイックの詩、Pohorecki，尺y／mika47．   
4）［M］関連の八音節トロカイックの詩。   
5）［M］Deuteronomii，26－7’1etc）amavimusadDominumDeumpatrumnostrDrum  
quiexaudilTitnosetrespexithumilitatemnostrameLlaborematqueangustias．  
『申命記』二人一七「わたしたちが先祖の据、主に助けを求めると、圭はわたしたち  
の声を聞き、わたしたちの卑・しノき地化と労苦と虐げを御覧になり」。  
「訳注1本史で「謙遜」と訳Lているtthumilitas●，は、『H約聖書』では、r’「ユLT’” †’’：T  
（了－ニ）「低き軒Lき貧しき地十、ト状態」の意味で用いられている。   
6）［M］VerbaDierum．11＿2519，”erigiturcortuuminsupcrbiam．”『歴代誌卜』  
二五－一九「思い卜がり、うぬぼれている」   
7）［p］第二十三章に描かれた、キエフ公イジスワフとの類似の兄会を参照。   
8）「Mlおそらく母音省略を什う二連の八苦節トロウイ‥ノクであろう。   
g）［MISallust，Bellum hLgurihinum．Ⅰト7．一■Quodverbum hlpeCtuSlugurthae  
altiusquamqulsquamratuseratdescendit．’’サルステイウス『ユグル夕鶴記』－  
一・一m七「この言葉は稚かが想像するよりも深〈ユグルタの心の中に沈んでいった。」  
10）［p］ボレスワ7・シミァウィ（二世筆者）は1080年、あるいは1081年に突然に没  
する。年代記作帯の不り】瞭な首葉は、この死が彼の生斜こ対する暗殺の結果であった  
のではないか、という疑いをひき起こす（．  
［M］ボレスワフ王は追放されてすぐに亡くな一フたとさi‾われている．1グロデッキは、  
彼の死亡の咋を107980年と考え、パルゼルCビ乃ビ〟J（材ぉは、他の年代記の記述に拠  
って、IO81年と考えている。  
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第二十九葺 このボレスワフの息子、ミエシコ三世  
について  
さて、ボレスワフには、ミュシコという名の一人の息子があった1）。彼は、  
もし嫉妬深いパルカ達が2）、この少年が成人となったまさにその時、彼の命の  
糸を断ち切らなかったならば、徳において先祖達に勝るとも劣らなかったで  
あろう。さて、その父が投Lた後、この少年を育てたのは、ハンガリア土ウ  
7デイスワフであった。三［は彼を息子のように、親の愛情でもって慈しんだ。  
確かに、この少年は、その高潔な振舞におし－ても、その実しさにおいても、  
同世代のハンガリア人、ポーランド人のすべての者を凌駕し、その明らかな  
徴候によって、将来、統治の権力を捉るであろうという希望を抱かせ、すべ  
ての人々の注目を若し－た。そこで、彼の伯父ウァデイスソフは、不吉な了兆  
を感じながらも3）、少年をポーランドに帰還させ4）、彼を嫉妬深い運命の下に、  
ロシア人の娘と結婚させようと決意した5）。   
ひげも生えていない青年は引こうして妻を繁t）、姿も美しく、非常に悼み深  
く、また非常に賢明に振る舞って、先祖の古い習慣を遵守したので、祖国の  
すべての人々に驚くべき強い愛情を抱かせた。しかし死すべきものの幸福を  
敵視する運命は、喜びを悲しみに変え7）、彼の美徳に懸けられた希望と花のょ  
うな年令を断ち切った。というのは、彼が父に対してなされた不正に復讐す  
るのではないかと恐れた人々は、敵意に満ちて、有為のオある少年を毒殺し  
たとし1われているからである8）。また、彼とともに飲んでいた人々は、かろう  
じて死の危険から逃れることができた、ともいわれている。少年ミュシコが  
死んだ時、ポーランド全土は、あたかも柑が一一人息子の死を嘆くように働芙  
Lた9）。彼を知っていた人だけが嘆いたのではなく、彼を全く知らない人々も、  
悲喋のあまり途方に隠れて、ダヒ省の棺につき従った10）。ミュシコを悼むために、  
首姓達も鋤を、牧者も家畜を捨て、職人は仕事を、労役者はその労役を先に  
延ばした。幼い少年も少女も、奴隷も奴脾もミュシコの葬式を涙と溜息とを  
交えで悼んだ。最後に、哀れな母親は11）、痛まLい少年が骨壷に埋葬された時、  
一時、まるで死者の如く息も力も失せてしまい、ようやく葬式の後、司教達  
による扇と冷水で、jl三気をとりもどしたのである12）。野蛮な民の中のどのよう  
な二1三でも、またどのような君主でも、その死がこれ程長く哀悼の声で弔われ  
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たことはないであろう。また権勢ある君主達の葬式が、これ程の悲しみによ  
っで悼まれたこともないであろう。また皇帝の記念日も、これ程の悲哀の歌  
によってとり行われたこともないであろう13）。しかしながら、少年の哀れな埋  
葬については、もう沈黙することとしよう。そして、統治の権力を手にする  
少年にまつわる喜びの話に移ろうと思う】4）。  
C9）DE FILIO EIUSDEM BOLEZLAUI  
MESCONEIII   
Habuit autem unum filium rex Bo】ezlauus nomine Meschoneml），qul  
maioribusnonessetinferiorprobitate，；niParcaruminvidiapuerovitale  
filuminterrumperet．pubescentiiam etate2）．；Illum enim puerum rex  
UngarorumWladislauusmortuopatrenutriebat，；eumqueloco filiipar－  
entisgratiadiligebat．：IpsenimirumpuercoetaneosomnesetVngaroset  
Polonoshonestismoribusetpulcritudinesuperabat∴omniumquementes  
inse futurispe dominiisignis evidentibus provocabat，；§Unde placui〔  
patruosuoWladislauo3）ducipueruminPoIoniamsinistro aliterevocare4）  
eumque Ruthena puella fatisinvidentibus uxorare5）；Uxoratusigitur  
adolescensinberbis6）et formosus，Sicmorose，Sicsapienter sehabetat，；  
Sic aIltiquum morem antecessorum gerebat，；quod affectu mirabilitoti  
patrie complacebat．；Sed fortuna rebus secundis mortaliuminimicain  
dolorem gaudium commutavit7，三et spem probitatis；et florem etatis；  
amputavit．；Aiunt enim quosdam emulos timentes，ne patrisiniuriam  
Vindicaret，VenenOpuerumboneindolisperemisse8）；；quosdamvero，qui  
Cum eO biberunt，Vix mortis periculum evasisse．；Mortuo autem puero  
MeschonetotaPoloniasiclugebat，Sicutmaterunicimortemfilii9）Necilli  
SOlummodo，quibus notus erat，1amentabantur，；verum etiami11i，qul  
nunquam eumviderant，1amentando feretrum mortuisequebanturlO）；  
Rusticiquippearatra，；pastorespecora；deserebant，；artificesstudia，三  
OperatOreS Opera：pre doIore Meschonis postponebat．≡Parviquoque O  
puerietpuelle，：serviinsuper etancillelMeschonisexequiaslacrimiset  
SuSplrllSCelebrabant∴Adextremum misera materll），Cumin urna puer  
plorandus conderetur，；una hora quasimortua sine vitalispiritu  
tenebatur，；vixquepostexequlaSabepiscopisventilabrisetaquafrigida  
、ヲJ   
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SuSCitatur12）；Nulliusenimregisvelprincipisexitiumapudetiambarbar－  
asnationestam diutino merorelegiturconclanlatum，；necexequieteth－  
rarcharum magnificorumitalugubres celebrantur，neC anniversarium  
CeSarisita fuerit cantulugubricelebratum13）；Sed de mestitia pueri  
Sepultisileamus：et adletitiamregnaturlpueriveniamus14）．；  
l）［M］ボレスワフニ1この息丁㌦1靴9年に′仁れ、ハンガリ7から1086年に帰／つて新婚し、  
1089年に毒殺された。Balzer，Genea［ogia p．111．   
2）［P］嫉妬深いパルク達一一三人の姉妹バルク達は、ハ‾典古代の神話によれば、運  
命の女神であった。彼友達は人間の運命を紡いだり、切ったりする老婦人として描か  
れている。   
3）［M］Cosmasl34．’1in［raturbemCrak6wsinistroomineperfidjducisMesconis  
adconvivjum，”『コスマの年代記』・三川「不告なf感を抱きながら、不誠実な  
ミュシコ公の宴会に出るためにクラコフに入った。」   
4）［M］ミエンコは、1086年にポーランドに帰還した。   
5）［M］ミュシコの結婚は、1088年に行われた（「訳注」プレジイアは1n89年の説に立  
っている。）。Balzer，Genea［qgiap．113バウムがルテンG6nゐ／L＞giesp．1011．は、  
ド1ルゴー■シ（『年代記』第－・巻二三九人七）に従って 、キエフ公イジスワフの娘を  
彼の妻とした1二で、彼女をエウドキンアと呼んでいる。スタニスワフ・ケンナシンス  
キ凡川肱扉那壷は、ミエンコと叔父ウァティスワフとは同盟者であったと考‾えて  
いる。   
6）［M］Horace．ArsPoetica，161．！’Inberbisiuvenistandemcustoderemotogaudet  
equiiscanibusque．”ホラティウス『詩の技法』一六一「ひげもなしゝ若者が、見張r）  
を遠ぎけて、馬と犬とを楽しんだ。」   
7）［M］Epistu】aIacobi，4 9．’一risusvesterinluctumconvertaturetgaudiumin  
maerorem．”Jヤコブの手紙』四九「笑いを悲しみに変え、音びを愁いに変えなさ  
い」   
8）［M］ミュシコは1089年に没した。Ba】zer，Ge†lea／（甘klp．11ト112．   
9）［訳注］マレテンスキは、『サムエル訂卜』一ん二人を典拠としているか、該当の筒  
所は見当らない。  
10）［M］ⅠISamuhelis．331．’trexDavidsequebaturferetrum．”『サムエル訂f：』二  
一 三「王ダビデはひつぎの後に従った。」  
11）［M］ボレスワ7王の妻で、その名は知られていない。結婚は1069年であった。Balzer，  
Cg〃どα／館ね，P．9SバウムがルテンCg乃ビ〟わgオどぶp、18は、彼kの名はヴイシュスウァ  
ヴァであり、キエフ公シフイアトスウ7ヴの娘であると考えている。  
12）［M］グロデッキGα払p．14は、カリレがこの葬儀を眼前にしたことがあると考えて  
いる。しかしティツZ（た才わ（如〟〟仇〃｝′p．117はこれを否定している。  
13）［B］ハインりッヒ7上世は、1106年に破門の小で妃んだ父ハインリソヒ川世のために、  
1111年葬儀を行った。従って人々は、ガルの葬儀に関する細部の生き生きとした捕り  
から、彼がこの公の一埋葬のイ掛二廿撃者として参加Lていたと結論づけている。  
14）［P］いうまでもな〈ボレスワフ・クシヴウステイをホ唆している。）  
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第三十章 ボレスワフ三世の父、ウァデイスワフの  
結婚について   
こうして、ボレスワフ下が没し1）、他の兄剃室もこの件を去った後2）、ウァ  
デイスワフ公がただ・八で国を統治した。彼は、ボヘミアi三ヴラティスラフ3）  
の娘で、ユデットという名の女と結婚した4）∴彼女は、ウァデイスワフのため  
に、ボレスワフ三仲と呼ばれる息r・を儲けた。そして披こそ以下の叙述が明  
らかにしようとする減が物語の主題となるノノである。   
さて、今や叙述が根元から始まって、簡潔ながらも幹に及んだので、物語  
の目録に実の成る枝を付け加えることに筆を割き、そこに注意を向けること  
にしよう5）。さて、少年の未来の親となるべき二人は、それまでに子がなく、  
断食と祈りを熱心に行い、貧者に景前良く施物を与えた。それは、不妊の母  
親達に子を′巨む喜びを／j一え、ザカリアに洗礼を施し6）、すべての民をアブラハ  
ムの丁一球として祝福するためにサラの胎を開いた全能の神が7）、神を畏れS）、  
聖なる教会を興隆させ、二1L義を行い、神の栄光と比の幸福のためにポーラン  
ド王国を続藩する息子を彼らにl世継ぎとしてウ・えるためであった。彼らがこ  
れらのことを不断にとl）行ってし－た時、ポーランドのド1教フランコが彼らの  
ところにやってきて9）、彼らに恵み深い次のような忠告をJj・えた。「もし私が  
あなた方に語る事柄を心から忠実に行うならば、あなた方の願いは、必ず成  
就するであろう」。そこで彼らは、人変喜んで、これらの事柄について司教に  
耳を傾け、  
子頗を得る望み抱きて  
大いなる業、為さんことを約して10）   
できる限り早く、その事柄をホしてくれるように懇願した。そこで司教は  
言った。「ガリアの地の南マッシリアの近く11）、ロダン川か海に注ぐ地プロヴ  
ァンスに12）、聖エギデイウスと呼ばれている－一人の聖人がし－ます13）。かの聖人  
〔〕  
は、袖に対して非常に多くの功徳を積まれたので、心から彼に帰依し、彼の 八  
億えを得た人は皆、その願い事が必ずかなえられることを知ることになりま  
す14）。それゆえ、少年の形をした金の像を作r）なさい15）。主に相応しい財宝を  
用意し、それを聖エギディウスの1ミ‾に急いで送りなさい。」ただちに純金の少  
年保と16）杯、金、銀、外衣、聖衣が川意され、信心深い使節によって17）、以下  
．ヲ．？   
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の手紙とともにプロヴァンスに運ばオtた。   
聖エギデイウスと修道士へのウァデイスワフの手紙   
神の恩寵によりポーランド公となりしウァデイスワフならびに彼の正  
妻ユデットは、聖エギデイウスに仕える敬すべき修道院長オデロン18）なら  
びにすべての修道士達に謹んで深甚なる敬意を表す。   
聖エギデイウスがその特別に深き敬魔の故に、他に抜きん出ておられ、  
また自らに与えられた神与の力によりて、進んで人を肋ける救難聖人と  
なられたことを聞き及び、子を得たいという望みのもとに、我等の心か  
らの贈物を捧げ奉る。また我等の願いの成就のために、汝等の聖なる締  
りを謹しんで懇請し奉る。  
伽）DE UXORACIONE WLADYSLAUI  
PATRIS TERTIIBOLEZLAUI  
Mortuoitaque rege Bolezlauol）aliisque fratribus defunctis2）Wladis－  
1auusduxsolusregnavit∴quifiliam WratislauiBohemiciregis3）nomine  
Judithamuxoremaccepit4）quefiliumeiterciumBolezlauumpeperit，；de  
quonostraintenciotitulavit，；uttractatio町1eSequiturintimabit．；Nunc  
vero，quia succincte per arborem a radice derivando transivimus．；ad  
inserendum cathalogo ramum pomiferum et stilum et animum  
applicemus5）．；Erantenim futuripueriparentes；adhuc carentessobole，  
ieiuniis et orationiinstantes，；1argas pauperibus clemosinas facientes，三  
quatenusomnlpOtenSDeus，quisterilesmatresfacitinfiliisletantes，：qul  
Baptistam contulit Zacharie6）；et wIvam aperuit Sare，7）：utinsemine  
Abrahebenediceretomnesgentes，；talemfiliumdareteisinheredem．qui  
Deumtimeret8）；sanctamecclesiamexaltaretj，：iustitiamexerceret，；ad  
honorem Deiet salutem populiregnum Polonie detineret．；Hecinces－  
santerillisagentibus，‡accessitadeos Franco9）PoloniensiseplSCOpuS，；  
COnSiliumsalutare donans，eissiclnquiens：Siquedixerovobis devotis－  
Simecompleatis∴vestrumdesideriumproculdubiofietvobis．；Il】ivero  
∴リ   
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】ibentissimedetalicausa pontificem audientes，三  
AtquemagnasefacturosspesobolispromittenteslO）   
remdicerepontificemquantociciusexorabant．Adhecpresul：Est，inquit，  
quidam sanctusin GaⅢe finibus contra austrumiuxta Massiliamll）ubi  
Rodanusintrat mare terraI〕rouincia12）et sanctus Egidius nominatur13），  
qultantirneritiapud Deum existit，：quOd omnis，qulin eo devotionem  
SuampOnit；etmemoriarneiusagit，；slquidabeopetierit，；indubitanter  
Obtinebit14）；Admodumergopueriymaglnemaureamfabricate15），；rega－  
1iamunerapreparate，；eaquesanctoEgidiomitterefestinate．；Necmora  
puerilis ymago cum calice de auro purissimo fabricatur16）．：Aurum．  
argentum，pallia，SaCreVeSteSPreparantur，：queperlegatosfideles17）in  
Prouinciam cum huiusmodilitteris deferentur：；   
EPISTOLA WLADISLAUIAD SANCTUM  
EGIDIUM ET AD MONACHOS   
WladislauusiDeigratia dux Poloniensis etJuditha，1egitima coniunx  
eius O（diloni）18）；venerabiliabbatisanctiEgidij；cunctisque fratribus  
humi11ime devotionis obsequlum，Audita fama，quOd sanctus Egidius  
prerogativa pletatis premineat dignitate；et quod promptus sit adiutor，  
Sibidata divinitus potestate，；pro spe sobolis munera sibinostre  
devocionis offerimus，；vestrasque sanctas orationesin auxilium nostre  
petitionishumi1iterimploramus；  
1）［M］ボレスワフ1は、1り80年（グロデッキ）か、1081年（パルゼル）かに没する。   
2）［M］ウァディスワ7・ヘルマン。1040年に生まれ、1102年六J二】ニロに没する。ミエ  
ンコ。1045年川什1・六Flに生まれ、1048年に没する。オットー。1046年に′上れ、1048  
年に没する。   
3）［M］ボヘミア」ニヴラティスワフ。1061年に公に即偉二し、1092年に没する。   
4）LP］ウ7ディスワフ・ヘルマンとユデットとの結婚は、1080年頃にイ了われた。彼女 ○  
はヴラティスワフとハンガリの公女アデライトの娘であり、ウ7デイスワフ・ヘルマ  
ンの妹シフイエントスウ7ヴァの娘ではない（『．沢注』ヘルマンの妹シフイエントス  
ウ7ヴ7はボヘミア公ヴラティスワ7に1（）62年に嫁いでいた）。  
5）［P］年代記作欄の主な意l斉＝ま、ボレスワ7・クシヴウステイの功績を描くことであ  
った。  
6）［P」『ルカによる福井書』の門頭に述べられている物語へのホ唆。永年、子のいな  
、■た；   
ノけ．山川ん／  
かったサカリヤは洗礼名‾ヨハネの父となった」サラはすでに息女となっていたが、イ  
サクを生んだ。  
7）［M］Genesis2931一’vidensautenlDominusquOddesiceretI－iamaperuit   
vulvameiussororesterilipernlanente．”r創1り：弘D，二九三一トトはレアか煉  
れているのを兄て、彼女の胎を開かれたが、妹は不妊のままであった」（『共l射剛を  
・部変更Lた。）Genesis，28r17t’et benedicenturin te etin semine tuocunctae  
tribus terrae．”『創世記．□ 二八一IJL）（地上の氏族はすべて、あなたとあなたの＋  
孫によって祝袖に入る」い  
8）［M］Deuteronomii62，“ut timeas Dominul11Deum tuum．’’『巾命記』六  
「あなたの神、圭を畏れ」  
9）［P］ポーランドのり教フランコ√J通常、ポズナニ司教と姐なされている。   
［M］司教フランコはポズナニの司教と考えられている。FinkelL．－KetrzynskSt．  
Ga／／ianL，nymZchr（）11lcon．1899p．39，Abrahanl，01ganたa仁kl．P．86，Grodecki，GLl／！  
P．98，Ketrz．1tlStudia，P．311．デヴィッドは、ポモジュの郡市コウォブジュグの   
司教、あるいはポズナニの布教使節iり教と、そえている（⊥αPo／噌抽㌔p．10）。バン  
ベルグの墓碑銘によれば（B（うhmer．FollteSⅣ569）年はイ叫1だが、：1J」］∴卜一し1に  
没L7二とされている。  
10）［M］二速のノし拝節トロカイ1ソクの詩  
11）［M］ログム川河1】の耶r「Jマルセイユ√J  
12）［M］プロヴアンスの町サン・ジル（聖ユキディウスの‾フランス読ム・、肌苫）は、  
マルセイユとアルルからほど遠〈ないところにある。今【lではもう存イ1三Lていない帽  
遺院については、Go乙陀n abb6，5ki77f Gil／es，SOn abbLtye，Nimes1882，Fliche A‥  
A由は＝仇山都払＝訪砿什最払．paris1923．  
13）［P］第一巻円浦の訪の注を参照。  
14）［M］CosmasIト36く’NullusestenimquiI10nObtinuit．quodsanctuJllEgidium  
fideliterpetivit，”『コスマの1F・代乱D∴二二／l； l■何であれ、聖エギディウスに懇請  
Lたものは、必ずflにすることができる（，」聖ユキディウス崇拝については、Rembry  
E．，ふzオ〃／－C才／／ど∫，5〟ぴ7g，∫L一∫柁／ね7（ぐ∫，∫〃〃（‘〟抽e裾蝕也な〟ピどメ血刀S／＝■狛浸ムkん  
F7un（1e，］トII，Brugges18Rl；BrassinneJ．，FhTJti（）rliege（）is duⅦlt，ゞCieL・／c．Paris  
S．a．  
15）［P］「「供のノくきさをした黄金の條」 仁∴世紀に苦かれた、スペインにおけるコ  
ンポステ→ラの聖ヤコブの卜に赴く巡札者のため案内書、⊥ピg㍑gde血〆Jgγオ〃dぐ  
SalntJacques de Compn∫1elle（edJ．Vie11iard，1938．）は途［いに立f）寄るさまぎまな  
聖所、たとえばプロバンスの聖ジルもそうであるが、そのような聖所の様イ・を描いて  
おり、その中で、この聖人（梨ジル）の柑の側に、ある高災な人が聖人への愛惜かご，  
寄進し安置した＝黄金の條があった、と述べている。  
16）［M］我々は、ほぼ111840年ごろにアイノクス・ビクタウ’ィンが編集した聖ユキデ  
ウス教会素描（cf．ViellardJ，，Leguidedepelさrinde S．JaquesdeC（）mpOSte】1e，  
Macon1938，44）の［＝二、次のような丈市を読むことができる。uquidamincl）TtuS  
suaminlaginernauream．beatissi111iconfessorisamoreinpedearceversusaltare  
aureisclavisinfixit，quaeaddeihonoremusqueinhodiernamdiemibiapparet．1．  
（「知名のl二が、聴罪刈への美しい焚か上古l′」分の英欄の條を、戴金♂）鋲のついた祭  
上由二l旬って杵の足ノ山こ置いた〕それは、仰の栄忙のために′今l】にし、たるまでそこに吊  
かれているじ」）  
36   
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サン  
17）［M］聖ユキイデウス（聖ジル）へのウ7ディスワ7・ヘルマンの使節については、  
『コスマの年代記』第∴巻二六節 CL）Small，36．に次のようにある。“in quorum  
numero fuit Petrus，Iudithaeducissaecapellanus．”「その構成員の一人はエディ  
ット公妃イ」Lif」然ペトロであった。」フランケンシュタインFrankenstein，は、その著  
作拘5g／s加（ノけ′／〟め′∫′の（ノ〟〃βγ弼〟邦〟do Fm乃d＝P㍑曙J．捕∫わγ．1938．27ノで、こ  
の使節がレマン湖近くのサン・クロードの町を通過したとト張している〔〕グモ7スキ  
Gumowskiは、その首書HiskupsILL，u krus2u）最涼 で、この使節への参加署烏、司  
教エペルハルトとヘンリクであったと考えている。  
18）［p］この他節が訪れた時（1085咋）の修道院監腎はベネディクト（1071川91）が  
行っていた。オテロはその後継署（10911099）であった。しかしオデロはノ、ンガリ  
アにHらサモギヴ7・－ルに修道院友院を姓て、ほぼ∴十年後にこの支院に施していく  
修道1二達に、廿分の先住署の人物イ象を掩い隠すことかできた〔）  
サン   ［M］ゴイッフォンGoiffonは、Sain（rGiliesp．456において、聖エギディウス（聖  
ジル）の修道院kを、107191年肌はベネディクトであり、10911099叶間はオディ  
ロンであった。としている。このオディロンは、ハンガリアニ仁ラティスラウスの外交  
公文書では．；［t二人として［T及されている。（Szentpetery，1IEgeSfa regum  
Aゆ〟d壷邦〟ピⅠ．nr．24）．   
第三十一章 ボレスワフ三世生誕のための断食と祈  
りについて   
こうして、修道院長と修道士達は、手紙を読み1）、贈物を受け取った後、贈  
与者に返礼の占7，を送り、二【川口、連梅と代癌との断食を行ない、このような  
贈物を自分にもたらし、またさらに多くの誓願を行なった信者の願いが成就  
するように、そして無知なる民の上に朴御【］身の名の栄光が高まり、さらに  
しもべ  
神の僕エギディウスの名声が広くまた遠くまで及ぶように2）、全能の神の権威  
ある力を懇願した。  
しもべ  
ああ背きかな神の僕よ3）この品を献げ春る御方よ、  
しもべ  
汝の祈りを請い求める僕達の願いを成就させたまえ  
まがし1もの まこと  
擬物の子ではなく、其の了・をリ・えたまえ  
内なるものに命を－リーえたまえ4）、この像を納めたまえ  
（⊃   
これ以上何を言う必安があろうか。プロバンスの修道士達による断食が終 円  
らないうちに、ポーランドでは、付となった女が御－チの授かりのまびに浴し  
ていた。使者達が出発しないうちに、傾道l二達は、使者達の女主人の懐妊を  
予言した5）。修道十達の予言の成就を確イててして、ま々として帰国の旅を急いだ  
．ヲ7   
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億者達は、事実となった御子の授かりに驚二肯する。しかしその子が誕生した  
時には、喜びはさらに大きくなることであろう。   
Cu）DEIEIUNIIS ET ORATIONIBUS PRO  
NATIVITATE TERTIIBOLEZLAUI   
Perlectisitaquelitterisl）；et muneribus receptlS；abbas et fratres  
（grates）mittentimunera retulerunt；ettriduanumieiunium cumletaniis  
etorationibusperegerunt∴divinemaiestatisomnlPOtentiamobsecrantes，  
quatenus devotionem fidelium presentialiter sibitanta mittentiuml，；  
multoquepluravoventium，；adimpleret，；undegloriamsuinominisapud  
gentesincognitasexaltaret，；atquefamam EgidiiLIsuifamulilongelate－  
quelilataret2）．；  
Euge，SerVeDei3）；caputhuiusmateriei  
Perficeservorum：que POSCunt VOtatuOrum，  
Propueropuerum，：PrOfalsoperficeverum  
Confice carnalem，；retinens tibimaterialem4）   
Quidplura？NecdumieiuniumamonachisinProuintiacomplebatur；  
etiammaterinPoloniadeconceptofilioletabatur．；Nondumindelegati  
discedebant；etiammonachidominameorumconceplSSepredicebant5）；  
Undemissidomumcitiusetalacriusremeantes；etpresagiummonachor－  
um certum esse probantes，；de concepto filio fiuntleti，；sed de nato  
leciores erunt facti∴  
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EXPLICIT PRIMUS LIBER  
1）［M］Sa11ust，Bel／uln Catilinae473 rTigitur per］ectislitteris”サルステイウス   
『カティリナ戦記』川上三「手紙を読み終えた後に」  
2）［M］Vergilius，Am‘）isⅥ378t’longlatequeperurbes’’ヴュルギリウス『アユネ   
イス』六ニセ八「町々を越えて広く、遠〈まで」  
3）［M］Mattheus2521，23t’eugeboneserveetfidelis”『マタイによる福音書』二   
五三∵、二三「忠実な良い僕だり よくやった。」  
4）［B］レオ詩脚のへクサメトロ  
5）［M］それゆえ使節は1084年に派遣されたということになる。  
????
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